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甲斐市の人口　74,050人（△48）
住民基本台帳人口72,620人（△7） 男性36,292人（△12） 女性36,328人（＋5）
世帯数27,860世帯（△27） 外国人登録人口1,430人（△41） （ ）内は前月比　　　　 平成17年2月末現在

桜
別名、夢見草、吉野草、徒名草（あだなぐさ）と

もいわれるそうです。
この広報誌がお手元に届く頃にはそろそろ満開の

ところがあるのでは。市内にも数多くの桜の名所が
ありますので、ここでちょっとご紹介します。
南から、竜王中部公民館前、信玄堤（実元橋周辺か

ら三社神社まで）、慈照寺境内、竜王赤坂ソフトパー
ク内、ドラゴンパーク、光照寺境内、中下条公園、上
条河原、矢木羽湖周辺、安寺沢林道などなど。代表的
な場所を紹介しましたが、まだまだお近くにお薦め
スポットがあるのでは。
里桜のソメイヨシノのような交配種でなく、フジ

ザクラのような山桜、市内のどこかに群生していま
せんか。
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合
併
後
、
最
初
の
予
算
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
先
人
の
方
々
が
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
旧
三

町
の
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
、
将
来

を
し
っ
か
り
見
据
え
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活

快
適
都
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

甲
斐
市
最
初
の
通
年
予
算
で
あ
る
平
成
17
年
度
の
各
会
計
予
算
が
、

３
月
甲
斐
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
に
先
立
ち
、
藤
巻
義
麿
市
長
か
ら
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
に
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

財
政
の
健
全
性
に
留
意
し
つ
つ

財
政
の
健
全
性
に
留
意
し
つ
つ 

甲
斐
市
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
ま
す

甲
斐
市
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
ま
す 

財
政
の
健
全
性
に
留
意
し
つ
つ 

甲
斐
市
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
ま
す 



市
が
、
一
体
的
な
都
市
と
し
て
住
民
生
活
の
向
上

と
さ
ら
な
る
発
展
を
図
っ
て
い
く
に
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
や
道
路
網
・
公
共
交
通

網
な
ど
の
都
市
基
盤
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
り
、
都

市
機
能
の
一
層
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

新
市
の
拠
点
と
な
る
地
域
整
備
事
業

竜
王
駅
周
辺

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
利
便
性
、
安
全
性
の
高
い
交
通
環
境
整
備
を
進

め
る
た
め
、
用
地
取
得
費
を
は
じ
め
、
竜
王
橋
上
駅

舎
、
南
北
自
由
通
路
等
の
設
計
及
び
橋
梁
下
部
工
事

な
ど
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
塩
崎
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
整
備
計
画
を

検
討
す
る
た
め
の
資
料
等
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

道
路
新
設
・
改
良
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
道
19
路
線
の
新
設
・
改
良
工
事
等
に
要
す
る

経
費
、
ま
た
、
新
市
建
設
計
画
に
伴
う
幹
線
道
路
整

備
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
市
道
「
金
の
宮
大
石
田

線
」
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

河
川
改
修
事
業

河
川
・
水
路
等
の
改
良
・
改
修
工

事
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

公
共
交
通
機
関
等
の
整
備

竜
王

駅
周
辺
整
備
事
業
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試

行
運
行
事
業
を
半
年
間
試
行
を
延

長
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
運
行

実
績
の
検
証
、
必
要
性
の
検
討
と
と
も
に
甲
斐
市
全

体
の
公
共
交
通
等
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
の

健
全
な
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
健
康
で
生
涯
に
わ
た
り
学
習
活
動
等
に
参
加

で
き
る
環
境
を
整
え
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
、
地
域
文
化
の
普
及
・
保
存
を
図
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

管
内
16
小
中
学
校
へ
の
教
育
指

導
運
営
を
よ
り
効
率
的
か
つ
迅
速
な
指
導
助
言
を
行

う
た
め
、
市
費
負
担
に
よ
る
指
導
主
事
の
設
置
を
は

じ
め
、
小
学
校
低
学
年
の
市
単
教
員
設
置
制
度
に
中

学
校
の
三
年
生
を
加
え
、
き
め
細
か
な
指
導
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
小
学
校
を
対
象
に
学
校
教
育
支
援

員
制
度
を
創
設
し
、
学
校
運
営
を
円
滑
に
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

双
葉
中
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事
に
要
す
る
経
費
、
ま

た
、
各
小
中
学
校
へ
扇
風
機
を
設
置
す
る
た
め
の
経

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
災
害
対
策
に
伴
う
耐
震
補
強
設
計
審

査
及
び
耐
震
調
査
に
係
る
経
費
を
は
じ
め
、
敷
島
北

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
購
入
す
る
た
め
の
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

生
涯
学
習
に

つ
い
て
は
、
文
化
活
動
の
拠
点
で
あ
る
各
公
民
館
の

事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
双
葉
ふ
れ
あ
い
文

化
館
自
主
企
画
事
業
等
を
実
施
し
、
文
化
・
芸
術
の

振
興
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
民
の
み
な
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予
算
編
成
に

当
た
り
、
国
の

三
位
一
体
改
革

に
よ
り
、
歳
入

面
で
、
国
・
県

支
出
金
等
が
削

減
さ
れ
、
厳
し

い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
税
収

の
確
保
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
や

合
併
特
例
債
等

の
活
用
に
よ
り
、
各
分
野
に
わ
た
り
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容
で
は
、「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適

都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
都
市
機
能
の
充
実

し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
心
豊
か
で
文
化
の
か
お

る
ま
ち
づ
く
り
」、「
健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う
ま

ち
づ
く
り
」、「
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で
築
く
ま

ち
づ
く
り
」
の
６
つ
の
重
点
項
目
を
施

策
に
掲
げ
、
市
政
を
推
進
し
て
行
き
ま

す
。

「
都
市
機
能
の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

「
心
豊
か
で
文
化
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り
」



さ
ん
に
利
用
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
市
立
図
書
館
に

つ
い
て
は
、
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て
更
な
る
充
実

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
図
書
の
購
入
経
費
と
と
も

に
、
三
館
で
統
一
し
た
利
用
カ
ー
ド
が
使
用
で
き
る

よ
う
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
移
行
作
業
を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、
梅
の
里
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
等
各
種
事
業
を
開
催
す
る
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進

甲
斐
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
男
女
の
人
権
を
は
じ
め
と
す
る
課
題
へ
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

ア
メ
リ
カ
・
キ
オ
カ
ッ
ク
市
及

び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ラ
マ
ラ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と

の
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
甲
斐
市
に
お

い
て
も
交
流
を
継
続
し
、
平
成
17
年
度
は
、
本
市
に

お
い
て
受
け
入
れ
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
く
中
で
更
な
る
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
事
務
所
の
運
営
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
制
度
、

高
齢
者
・
児
童
・
障
害
者
・
低
所
得
者
福
祉
な
ど
き

め
細
や
か
な
福
祉
行
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
る
中
で
市
民
の
健
康

を
増
進
す
る
な
ど
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
が
一
体
と

な
っ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目

指
し
ま
す
。

保
健
医
療
施
策

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意

識
の
高
揚
が
不
可
欠
で
あ
り
、

継
続
し
た
健
康
管
理
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
の
予
防
体

制
や
各
種
検
診
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域

医
療
体
制
の
整
備
及
び
夜
間
等
の
救
急
体
制
の
確
立

を
目
指
し
、
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
小
児
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
の
負
担
金
な
ど
の
経
費
も
計
上
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
老
人
保
健
特
別
会
計
及

び
介
護
保
険
特
別
会
計
並
び
に
国
民
健
康
保
険
制
度

の
基
盤
安
定
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
所
要
の
経
費
を
計
上

し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
保
険
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

推
進
し
て
行
き
ま
す
。

福
祉
施
策
の
充
実

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
が
で
き
る
限
り
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
陥
ら

な
い
よ
う
介
護
予
防
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

充
実
を
図
る
た
め
、
老
人
福
祉
事
業
に
要
す
る
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、
保
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
延
長
保
育
を

は
じ
め
と
す
る
特
別
保
育
事
業
を
全
施
設
に
お
い
て

実
施
し
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
の
た
め
の
相
談
・
情
報
提
供
を
行

う
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
各
児
童
館
に
お
い
て
も
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
定
員
枠
を
拡
大
し
、
待
機
児
童
の
解
消
に

努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
、
策
定
中
で
あ
り
ま
す
「
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、
竜

王
南
児
童
館
建
設
す
る
な
ど
、
本
計
画
の
推
進
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

障
害
者
福
祉

家
族
を
含
め
障
害
者
が
地
域
の
中
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
各
種
の
支

援
制
度
に
要
す
る
経
費
を
、
ま
た
、
母
子
・
父
子
福

祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
な

ど
の
制
度
に
よ
り
支
援
す
る
ほ
か
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

景
気
低
迷
の
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
中
、
市
民

生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
産
業
の
振

興
を
通
し
て
、
活
力
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

農
林
業
の
振
興

優
良
な
農
地
を
保
全
し
、
ま
た
、

観
光
や
商
業
と
連
携
し
た
特
産
品
開
発
や
交
流
型
農

業
の
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

の
管
理
棟
の
建
設
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
、
中
北

部
活
性
化
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

本
市
の
農
業
振
興
の
基
本
と
な
る
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
を
策
定
し
て
行
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
農
業
振
興
を

図
る
た
め
の
農
業
用
の
道
水
路
の
改
修
を
引
き
続
き

実
施
す
る
と
と
も
に
、
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事

業
負
担
金
と
し
て
、
所
要
の
経
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

商
工
業
の
振
興

小
口
資
金
融
資
制
度
の
活
用
促
進

を
図
り
、
地
域
産
業
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
へ

の
資
金
供
給
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
勤
労
者
の
生

活
安
定
資
金
貸
付
事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

観
光
資
源
の
整
備

全
国
誰
も
が
知
っ
て
い
る
富
士

5

「
健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う

ま
ち
づ
く
り
」

「
活
気
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
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山
を
活
用
し
、「
甲
斐
市
か
ら
見
る
富
士
山
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
現
在
、
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
入
選
作
品
等
を
観
光
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
甲
斐

市
の
知
名
度
の
浸
透
を
図
る
た
め
観
光
推
進
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
お
み
ゆ
き
さ
ん
」「
学
問
ま

つ
り
」「
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
」「
い
き
い
き
新
緑
ま

つ
り
」「
緑
と
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
釜
無
川

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と

と
し
、
増
改
築
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
と
快
適
さ
を
確
保
す
る
こ
と

は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
生
活

環
境
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
総
合
的
な
施
策
の
推

進
と
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

公
園
の
整
備
・
緑
化
の
推
進

市
民
に
潤
い
と
や
す

ら
ぎ
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
防
災
上
の
機
能

を
持
つ
公
園
と
し
て
、
玉
幡
地
区
拠
点
公
園
整
備
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
屋
内
プ
ー
ル

建
設
工
事
及
び
公
園
施
設
整
備
等
工
事

に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
、
早
期
完
成

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備

簡
易
水
道
事
業

と
し
て
、
睦
沢
・
吉
沢
・
清
川
地
区
の

給
水
施
設
の
維
持
・
管
理
を
図
る
た

め
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
を
計
上
し
、
上
水
道
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
竜
王
、
双
葉
地
区
の
統
合
実
現
に
向
け
、

必
要
な
基
盤
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
事
業

流
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
改

善
を
図
る
た
め
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
を
計
上
し
、
積
極
的
な
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

環
境
衛
生
の
向
上

ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
事
業
と

し
て
、
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
及
び
峡
北
広
域

行
政
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

消
防
・
防
災
の
充
実

常
備
消
防
事
業
と
し
て
、
消

防
事
業
及
び
救
急
業
務
等
の
運
営
経
費
と
し
て
甲
府

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
及

び
峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

へ
の
負
担
金
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
防
災
計

画
を
策
定
し
、
総
合
的
な
防

災
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
中
で
、
自
主

防
災
組
織
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

引
き
続
き
交
通
安
全
教
育
と
交

通
安
全
施
設
整
備
等
を
図
り
、
交
通
事
故
の
な
い
安

全
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

防
犯
体
制
等
の
充
実

本
市
に
お
い
て
は
、
甲
府
警

察
署
、
南
甲
府
警
察
署
、
韮
崎
警
察
署
と
三
つ
の
警

察
署
の
管
轄
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
ご

と
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
が
安
全
で
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
た
め
に
は
、
一
体
的
な
防
犯

体
制
の
整
備
と
確
立
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

自
治
会
連
合
会
に
お
い
て
、
甲
斐
市
へ
の
警
察
署
の

設
置
を
求
め
る
署
名
活
動
が
行
わ
れ
、
４
万
人
を
超

え
る
市
民
か
ら
の
署
名
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
も
、

甲
斐
市
へ
の
警
察
署
の
設
置
を
強
く
関
係
機
関
へ
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
に
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
と
行

政
が
一
丸
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
策
定

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

た
め
に
は
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
目
指
す
べ

き
甲
斐
市
の
姿
と
そ
の
実
現
に
必
要
な
方
策
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
政
運
営
の
基
本
指
針
と
な
る
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

個
人
情
報
の
管
理

平
成
17
年
４
月
の
個
人
情
報
保

護
法
の
施
行
に
伴
う
条
例
の
整
備
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
の

管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
層
適
正
な
管
理
を
進
め

ま
す
。

情
報
化
推
進

市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
電
算
化
に

つ
い
て
も
、
国
が
進
め
て
い
る
電
子
自
治
体
構
築
に

向
け
、
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
で
進
め
て
い

る
行
政
へ
の
申
請
や
届
出
業
務
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
憲
章
を
制
定

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
市
民
憲
章
を
制
定
す
る
た
め
、
市
民
憲

章
策
定
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」

「
住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で
築
く

ま
ち
づ
く
り
」

平
成
17
年
度
各
会
計
の
予
算
額
等
に
つ
い
て

は
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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市
は
３
月
18
日
（
金
）、
山
梨
県
知

事
お
よ
び
県
警
察
本
部
長
に
「
甲
斐
警

察
署
設
置
要
望
書
」
を
提
出
し
、
現
在
、

南
甲
府
署
、
甲
府
署
、
韮
崎
署
に
分
か

れ
て
い
る
市
内
の
管
轄
区
域
見
直
し
を

訴
え
ま
し
た
。

警
察
の
管
轄
問
題
は
、
合
併
協
議
会

当
時
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
新
市

に
お
い
て
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

ま
た
、
３
月
１
日
に
は
、
甲
斐
市
自

治
会
連
合
会
（
天
野
七
郎
会
長
）
の
活

動
に
よ
る
市
民
の
署
名
が
市
に
出
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
日
は
藤
巻
市
長
の
ほ
か
小
林
市

議
会
議
長
も
同
席
。要
望
書
と
と
も
に
、

提
出
さ
れ
た
市
民
４
１
、
０
５
９
人
の

署
名
も
添
え
、
山
本
栄
彦
知
事
と
田
中

法
昌
県
警
本
部
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

３
月
２
日
に
「
双
葉
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会

実
験
協
議
会
」
を
開
催
し
、
次
の
と
お

り
社
会
実
験
の
時
期
等
が
決
定
し
ま
し

た
。今

後
、
市
で
は
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

貴
重
な
ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

４
月
25
日
（
月
）
〜
７
月

25
日
（
月
）

３
か
月
間

運
用
時
間

午
前
６
時
〜
午
後
10
時

対
象
車
両

軽
自
動
車
・
普
通
車

（
※
有
料
道
路
区
分
の
普
通
車
以
下
で
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
両
が
利
用
で
き
ま
す
）

利
用
形
態

東
京
方
面
の
ハ
ー
フ
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
東
京
方
面
に
行
く
人
が
入
る
こ
と
が

で
き
、
東
京
方
面
か
ら
来
た
人
が
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
９

「
双
葉
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

h
ttp
://w

w
w
.city
.k
ai.y
am
an
ash
i.

jp
/sm
art/in

d
ex
.h
tm

「
甲
斐
警
察
署
」
設
置
に
向
け
要
望
書
を
提
出

４
月
15
日
（
金
）
に
甲
州
三
大
神
幸
の
ひ

と
つ
「
お
み
ゆ
き
さ
ん
」
が
、
信
玄
堤
を
舞

台
に
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

例
年
通
り
、
一
宮
の
浅
間
神
社
（
笛
吹

市
一
宮
町
）、
二
宮
の
美
和
神
社
（
笛
吹
市

御
坂
町
）、
三
宮
の
玉
諸
神
社
（
甲
府
市
）

か
ら
繰
り
出
し
た
お
神
輿
が
、
竜
王
一
区

の
三
社
神
社
を
め
ざ
し
、「
ソ
コ
ダ
イ
・
ソ

コ
ダ
イ
」
と
独
特
の
掛
け
声
と
と
も
に
釜

無
川
の
水
防
祈
願
に
や
っ
て
き
ま
す
。

本
竜
王
地
区
の
み
な
さ
ん
と
消
防
団
・

神
輿
の
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
神
輿
を
女
装

姿
で
担
い
で
信
玄
堤
と
本
竜
王
地
区
を
ね

り
歩
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
み
ゆ
き
ソ
コ

ダ
イ
踊
り
や
信
玄
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行

な
わ
れ
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

日
時

４
月
15
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
（
雨
天
決
行
）

場
所

三
社
神
社
（
信
玄
堤
公
園
）
付
近

催
し
物
案
内

神
輿
の
渡
御
、
信
玄
太
鼓
演
奏
、
み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
イ
踊
り
、
や
は
た

い
も
煮
汁
無
料
配
布

■
問
い
合
わ
せ
は
…
お
み
ゆ
き
さ
ん
実
行
委
員
会
（
商
工
観
光
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

双
葉
SA
ス
マ
ー
ト
IC

（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
）

社
会
実
験
の
実
施
期
間
が
決
ま
る



甲
斐
市
の
水
道
は
、
透
明
で
豊
か
な

地
下
水
を
主
な
水
源
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
簡
易
水
道
の
一
部
は
河
川
の
表
流

水
を
水
源
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
10
年
ぶ
り
に
水
道
法
の

水
質
基
準
が
改
正
強
化
さ
れ
、
水
質
に

つ
い
て
さ
ら
に
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

水
質
基
準
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
最
近
の
知
見
を
反
映
し
従
来
と
比
べ

幅
広
い
物
資
項
目
を
選
ぶ
こ
と

②
水
質
検
査
計
画
の
策
定
と
検
査
結
果

を
公
表
す
る
こ
と

③
水
質
検
査
の
信
頼
性
の
確
保

も
っ
と
安
全
な
水
道
水
に
す
る
た

め
、よ
り
厳
し
い
基
準
に
な
り
ま
し
た
。

水
質
検
査
計
画
に
基
づ
き
原
水
の
取
入

れ
か
ら
蛇
口
ま
で
の
検
査
を
し
っ
か
り

行
っ
て
安
心
し
て
使
え
る
水
道
水
を
お

客
様
に
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

検
査
機
関

厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
検
査
機
関

■
平
成
17
年
度
水
質
検
査
計
画
の
公
表

及
び
結
果
並
び
に
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
水
道
局

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
２
１
７
７

甲
斐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.kai.yam

anashi.jp

市
の
相
談
業
務
は
次
の
と
お
り
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
カ

レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
相
談

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら

４
時
ま
で

市
の
市
民
相
談
員
が
相
談
を
受
け

ま
す
。
相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

会
場
は
、
竜
王
北
部
公
民
館
、
竜
王

南
部
公
民
館
、
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
双
葉
公
民
館
を
巡
回
す
る
か

た
ち
と
な
り
ま
す
。

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

奇
数
月
の
第
２
な
い
し
第
３
金
曜

日
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

・
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

・
１
人
30
分
で
の
事
前
予
約
制
と
な

り
ま
す
。

・
会
場
は
、
竜
王
北
部
公
民
館
、
敷

島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
双
葉
公

民
館
を
巡
回
す
る
か
た
ち
と
な
り

ま
す
。

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談

偶
数
月
の
第
２
木
曜
日
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で

・
司
法
書
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

・
会
場
は
竜
王
北
部
公
民
館
で
す
。

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、
秘
密
は

か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

水
道
水
質
検
査
計
画

知
っ
て
て
安
心

水
道
水
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
法

○
カ
ル
キ
臭
（
塩
素
臭
）
が
す
る

原
因

水
道
水
は
、
衛
生
上
塩
素
消
毒
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
残
留
す

る
塩
素
（
１
リ
ッ
ト
ル
中
に
は
、
0.1
〜

0.2
㎎
の
塩
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
に

よ
っ
て
塩
素
臭
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
給
水
区
域
や
個
人
差
に
よ
っ
て

多
少
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
安
全
な
水

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

対
策

塩
素
臭
は
水
道
水
が
病
原
菌
等
の

汚
染
か
ら
守
ら
れ
た
安
全
な
水
で
あ
る

証
拠
。
臭
気
が
気
に
な
る
場
合
は
、
煮

沸
後
、
冷
や
す
こ
と
で
解
消
さ
れ
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
相
談
業
務

88

「耳マーク」表示板を設置しました

～お気軽に筆談を～

耳の不自由な方が気軽に筆談の意思表示

ができるように、市役所の主な窓口カウン

ターに「耳マーク」を設置しました。

この耳マークを指すことで、職員が筆談

で対応しますので、お気軽にご利用くださ

い。

平成17年度水質検査計画（安全・安心のために） 
１　水質保証のための水質検査（法令検査・浄水） 

２　水質管理のための水質検査（法令検査・原水） 

３　より高い安全性を求める検査（独自検査） 

検査の名称 上水道 簡易水道 検査の頻度 項目数 検 査 項 目  
毎日検査 
毎月検査 
3か月検査 
年間検査 

蛇口17か所 
蛇口17か所 
蛇口17か所 
蛇口17か所 

蛇口3か所 
蛇口3か所 
蛇口3か所 
蛇口3か所 

毎　日 
1か月に1回 
1か月に4回 
1年に1回 

 

3 
9 
20 
50

色・濁り・消毒効果 
水質基準項目 
水質基準項目 
水質基準項目 
 

原水検査 

農薬検査 

取水井・取水口 

取水井・取水口 

1年に1回 40項目 

4月～9月頃 

水源となる取水井戸と河川の水質 

県内で使用量の多い13種類を検査する 



9

「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
号
」
は
、
公
共
交

通
の
な
い
竜
王
駅
と
山
梨
大
学
医
学

部
附
属
病
院
の
間
で
、
試
行
運
行
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年

３
月
31
日
に
試
行
期
間
満
了
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の
補
助
延
長

が
半
年
間
認
め
ら
れ
る
見
込
み
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
９
月
末

ま
で
試
行
運
行
を
延
長
し
、
利
用
状

況
を
見
な
が
ら
本
運
行
へ
の
可
能
性

や
路
線
の
必
要
性
な
ど
を
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

利
用
が
少
な
い
場
合
は
運
行
が
難

し
く
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。運

賃
は
１
乗
車
１
０
０
円
、
運
行
は

土
日
祝
祭
日
を
除
く
平
日
で
す
。

４
月
１
日
か
ら
個
人
情
報
保
護
法
が

全
面
施
行
さ
れ
ま
す

●
だ
れ
も
が
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
社
会
の

便
益
を
享
受
す
る
た
め
の
制
度
的
基

盤
と
し
て
、
15
年
５
月
に
成
立
、
公

布
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
法
が
17
年

４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

●
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個
人

情
報
の
利
用
目
的
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
範
囲
内
で
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
人
の
同
意

を
得
ず
に
個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に

提
供
す
る
こ
と
は
原
則
禁
止
さ
れ
る

ほ
か
、
安
全
管
理
措
置
、
従
業
者
や

委
託
先
の
監
督
な
ど
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

●
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
に
開
示
等
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
は
、
そ
の
事

業
者
に
申
し
出
る
ほ
か
、
認
定
個
人

情
報
保
護
団
体
や
地
方
公
共
団
体
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
苦
情
相
談
窓

口
な
ど
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

内
閣
府
国
民
生
活
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
5.cao.go.jp/seikatsu/k

ojin/index.htm
l

JR竜王駅 上り 

JR竜王駅 下り 

J      R     竜     王     駅     行 
停  留  所 

山梨大学医学部 附属病院 

築 地 新 居  

玉 川 団 地 西  

玉 川 西 区  

玉川東区（小作前） 

アルプス通り交差点 

J A 玉 幡 支 所  

J A玉幡集荷場  

竜 王 中 学 校  

甲斐市役所竜王庁舎 

山梨中央銀行竜王支店前 

J R 竜 王 駅  

１便 2便 4便 8便 10便 12便 14便 6便 

 

 

6:35 

6:37 

6:38 

6:39 

6:41 

6:42 

6:43 

6:44 

6:47 

6:50

 

 

7:15 

7:17 

7:18 

7:19 

7:21 

7:22 

7:23 

7:24 

7:29 

7:32

8:40 

8:48 

8:51 

8:53 

8:54 

8:55 

8:57 

8:58 

8:59 

9:00 

9:03 

9:06

10:30 

10:38 

10:41 

10:43 

10:44 

10:45 

10:47 

10:48 

10:49 

10:50 

10:53 

10:56

12:10 

12:18 

12:21 

12:23 

12:24 

12:25 

12:27 

12:28 

12:29 

12:30 

12:33 

12:36

14:00 

14:08 

14:11 

14:13 

14:14 

14:15 

14:17 

14:18 

14:19 

14:20 

14:23 

14:26

15:40 

15:48 

15:51 

15:53 

15:54 

15:55 

15:57 

15:58 

15:59 

16:00 

16:03 

16:06

17:15 

17:23 

17:26 

17:28 

17:29 

17:32 

17:34 

17:35 

17:36 

17:37 

17:42 

17:45

山 梨 大 学 医 学 部 附 属 病 院 行 
停  留  所 

J R 竜 王 駅  

山梨中央銀行竜王支店前 

甲斐市役所竜王庁舎 

竜 王 中 学 校  

J A玉幡集荷場  

J A 玉 幡 支 所  

アルプス通り交差点 

玉川東区（小作前） 

玉 川 西 区  

玉 川 団 地 西  

築 地 新 居  

山梨大学医学部 附属病院 

3便 5便 9便 11便 13便 15便 7便 

7:50 

7:58 

8:03 

8:04 

8:05 

8:06 

8:08 

8:11 

8:12 

8:14 

8:17 

8:25

9:40 

9:43 

9:46 

9:47 

9:48 

9:49 

9:51 

9:52 

9:53 

9:55 

9:58 

10:06

11:20 

11:23 

11:26 

11:27 

11:28 

11:29 

11:31 

11:32 

11:33 

11:35 

11:38 

11:46

13:20 

13:23 

13:26 

13:27 

13:28 

13:29 

13:31 

13:32 

13:33 

13:35 

13:38 

13:46

15:00 

15:03 

15:06 

15:07 

15:08 

15:09 

15:11 

15:12 

15:13 

15:15 

15:18 

15:26

16:30 

16:33 

16:36 

16:37 

16:38 

16:39 

16:41 

16:42 

16:43 

16:45 

16:48 

16:56

18:30 

18:33 

18:38 

18:39 

18:40 

18:41 

18:43 

18:46 

18:47 

18:49

参考 : JR中央本線（竜王駅）の接続 

  県立中央病院・甲府市立病院方面への路線バス接続 

（Ｈ17年3月1日現在） 

7:02発 
7:08発 

7:12発 

 

7:46発 
8:06発 

7:55発 

 

9:32発 

9:18発 

11:14発 

11:01発 

12:40発 

13:03発 

14:39発 

14:48発 

16:16発 

16:11発 

18:16発 

18:09発 

※ 下線は特急かいじ号。 

JR竜王駅 発 

JR竜王駅 着 

7:06発 9:21発 

9:08着 

12:51発 14:51発 

14:38着 

8:01発 16:46発 18:16発 

17:58着 

※ 平日ダイヤ 

ま
た
、
甲
斐
市
内
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

【
寄
付
】
●
竜
王
中
学
校
へ
　
三
井
国

夫
さ
ん
（
竜
王
中
学
校
校
長
）
が
、

校
内
運
動
推
奨
看
板
１
基
（
25
万
円

相
当
）
●
双
葉
東
小
学
校
へ
　
双
葉

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、「
校
歌
」
の

台
１
基
（
18
万
円
相
当
）

JR竜王駅 
●JR竜王駅 

●山交駐車場 

●山梨中央銀行 
　竜王支店 

山梨中央銀行● 
　　竜王支店 

竜王町 
　役場● 

甲斐生コン● ●JA玉幡集荷場 

●セブン 
　イレブン 

●JA玉幡支所 

竜王中学校● 

林野医院● 

アルプス通り 
　　　交差点● 

　アルプス通り 
●交差点 

（下り方向バス乗場） 

●玉川東区 玉川東区● 

●玉川西区 玉川西区● 

●玉川団地西 

●築地新居 
築地新居● 

山梨大学医学部 
附属病院 

（ほうとう小作店前） （ほうとう小作店前） 

（理容店西） 

　県営 
玉川団地 点滅信号 

 

● 

● ● 

県道竜王芦安線 国道52号線 

県道甲府南アルプス線（アルプス通り） 

国道20号線（竜王バイパス） 

県道甲府市川大門線（昭和バイパス） 

県道甲府南アルプス線（廃棄道） 

県道甲府市川大門線 

県道甲府南アルプス線（バス通り） 

県
道
敷
島
田
富
線 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
号
」

９
月
末
ま
で
運
行
延
長
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昨年９月の合併後から、平成17年３月末日ま
では、暫定措置期間として旧３町それぞれの内
容・基準で事業を実施してきましたが、平成17
年４月からは甲斐市として統一した内容・基準
となります。そこで今月号と来月号で、統一さ
れた高齢者等在宅福祉サービス事業の内容をお

知らせします。
■サービスの詳細や申請などの問い合わせは…
・高齢福祉課（敷島庁舎） 055（277）3116
・竜王支所地域課（竜王庁舎） 055（278）1666
・双葉支所地域課（双葉庁舎） 0551（20）3651
・甲斐市基幹型在宅介護支援センター（敷島
庁舎内）相談直通電話 055（277）1240

甲斐市高齢者等在宅福祉
サービス事業のご案内（１）

市では、高齢者などに次の在宅福祉サービスを提供
しています。

●配食サービス事業
内容　　 在宅の一人暮らしや高齢者世帯などの食

生活改善のため、食事をお届けします。
対象 自ら調理することが困難なおおむね65歳

以上の一人暮らし、高齢者のみの世帯に属
する人、身体障害者手帳または療育手帳の
交付を受けている人。

利用料金 １食200円。

●友愛訪問事業
内容　　 一人暮らしの高齢者を対象に自宅を訪問

し、乳酸菌飲料等を支給し、安否確認をし
ます。

対象 おおむね65歳以上の一人暮らしの高齢者。

●ふれあいペンダント事業（緊急通報システム）
内容 急病または事故等で緊急に助けを求める

場合に24時間体制の消防本部と電話回線
で結び、迅速な救護体制ができるよう緊急
通報システムを実施しています。

対象　　 一人暮らしで虚弱なおおむね65歳以上の
高齢者。

費用 無料（システム利用時は電話料、電気料が
かかります）

●日常生活用具給付（貸与）事業
内容 寝たきり高齢者等に対し、ベット等の日常

生活用具を給付・貸与します。
対象 おおむね65歳以上の寝たきり、認知症およ

び一人暮らしの高齢者。（介護保険サービ
スにも類似サービスがあります）

以下は介護保険の給付対象者のみ受けられるものです。

●介護用品支給サービス事業
内容　　 高齢者等を在宅で介護する家族に対し、

介護に必要なおむつ等を支給します。
対象 市内に住所があり、次の人を在宅で介護し

ている人。
・要介護１、２（要介護者が属する世帯およ
び対象者世帯の世帯員の当該年度の市町
村民税が非課税）に認定された人。
・要介護３～５に認定された人。

助成 利用申請書を提出し、利用決定がされた
人にクーポン券を発行。
要介護１～３　月額3,000円
要介護４、５ 月額6,250円

※利用者が、市長が指定する取扱店でおむつ
等を購入する際にクーポン券を提出し、お
むつ等の支給を受けます。

●寝具洗濯乾燥消毒サービス事業
内容　　　寝たきりなどの高齢者の布団を洗濯乾燥

した場合に助成します。
対象 寝たきりなどの高齢者をかかえる世帯。
助成 年間20,000円以内の助成をします。（10月

以後の申請は年間10,000円以内）

●訪問理美容サービス事業
内容　　 寝たきりなどで理髪に行けない人が、家庭

で理美容を受けられるよう助成します。
対象 寝たきりなどで理髪に行けない人。
助成 年６回を限度として、理美容師の出張にか

かわる費用を助成します。なお、理髪代は
実費となります。

来月号では、介護保険制度の給付対象とならない人が受
けられるサービスおよびその他の事業を紹介します。
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宇津谷地内にある日本航空高校は、日本で唯
一、航空技術等を学ぶことができる高等学校で、
全国各地から集まり学んだ１８９人の卒業生が大
空へと飛び立ちました。卒業式では壇上の学校
関係者、来賓が見つめるなかを卒業生全員がき
びきびとした動きで卒業証書を手にしました。

３月１０日●
市内中学校で６９９人が卒業

●３月１日　
花に囲まれた農林高校卒業式

３月１０日、市内にある５つの中学校で卒
業式が行われました。各中学校の卒業式会
場では保護者や関係者が見守るなか、卒業
生一人ひとりに校長先生から卒業証書が手
渡されました。甲斐市立となって初めての
卒業生は６９９人。友だちと過ごした時間や
一生懸命がんばった部活動、先生に叱られ
たことや励まされたことなどの思い出が蘇
ったのか感極まって涙する場面も。卒業生
は３年間お世話になった人たちに感謝しな
がら新たな道へとスタートしました。

サイデリア、サクラソウ、パンジーなど約１０００鉢の花
で飾られたステージを前に創立１００周年の記念すべき節
目の卒業式が挙行されました。１４０人の卒業生全員の胸
にはシステム園芸科２年生が作成したヒマラヤシーダの
実のコサージュが飾られていました。校長先生から一人
ひとりに卒業証書が渡された後、式辞として「自分のた
めだけでなく社会の一員として、家族や周囲の人のため
に何ができるのか考え、行動できる人になってほしい。
さらに、なくてはならない人、かけがえのない人として
活躍されんことを期待します」との言葉が贈られました。

市内１１校の小学校で甲斐市立となって初めての卒業式が行
われました。真新しい黄色の帽子、小さな体に大きなランドセ
ルを背負って入学したあの日から６年。式では、成長した我が子
の晴れ姿をカメラやビデオに撮る保護者の目からも涙が……。
運動会や遠足、みんなと過ごしたたくさんの思い出が詰まった
学び舎を巣立っていきました。

●３月１日　　
翼広げ大空へ飛び立つ
日本航空学園高校

３月１８・２３日●
６年間の思い出を胸に

双
葉
中
学
校
卒
業
式

竜王東小学校卒業式
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●２月２７日　KAIふれあいステージ２００５

●２月２７日
男性の料理教室

男性向けの料理教室が敷島保健福祉センターで開催
されました。今年は１７歳から８４歳までの男性８人が
参加。鯛の蒸し焼きソースがけ、帆立貝のにんにくス
ープ、野菜の煮物などメニューも本格的。各テーブル
には食生活推進委員のみなさんがお手伝いに加わりま
した。毎年楽しみにしており、今回で５回目という参
加者は「いい材料をみんなで料理して食べるので、と

てもおいし
い。自分で
料理するっ
て い い な
あ」と包丁
片手に話し
てくれまし
た。

●３月５日
音楽発表会＆ドッチボール大会

竜王東児童センターで竜王地区の４児童館合同の音楽発
表会＆ドッチボール大会が開催されました。ドッチボール
大会では各児童館対抗のトーナメント戦が行われ、参加し
た約８０名の児童が真剣勝負に歓声をあげていました。

３月５日●
敷島公民館まつり

今年も双葉ふれあい文化館を会場に、さまざまなステー
ジが繰り広げられる「ＫＡＩふれあいステージ」が開催さ
れました。今年はモダンバレー、ギターの弾き語りのほか、

ジャグリングや手
品など２４組のみな
さんが出演。また、
双葉中学校吹奏楽
部やジャズオーケ
ストラなどの演奏
を聴くこともでき
ました。

敷島公民館（敷島総合文化
会館内）では文化協会所属団
体の作品展示、お茶会や囲
碁の対局、大ホールステー
ジではフラダンスや合唱、
詩吟などが披露されました。
敷島体育館では吹き矢の体
験コーナーや子どもクラブ
による焼そば、綿菓子など
の模擬店が出店され、子ど
もからお年寄りまで一日お
まつりを楽しみながら交流
を深めました。

３月５日●
農機具のフリーマーケット

甲斐市双葉自立経営農業振興会が主

催する農機具のフリーマーケットが
JA梨北双葉支店集出荷所で行われま
した。不用になった田植え機や管理機
などの農機具が２０台以上出品され、
訪れた人たちはお目当ての農機具を品
定めしていました。
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●３月６日
梅の里で
写真撮影会
恒例の写真撮

影会が梅の里で
行われました。
当日は市文化協
会写真部部員の
ほか市内外から

写真愛好家ら約４０人が参加。１０種類以上ある梅が満開のこ
の時期、花とモデル、そして前の晩から降った雪を入れ、思
い思いの構図で撮影していました。なお、４月には、竜王図
書館２階ホールで今回の作品展を計画しています。

●３月６日
滝沢地区で文化財めぐり
市内龍地・滝沢区では、地域の歴史あ

る旧跡をめぐる「ふるさと滝沢の文化財
めぐり」を実施。これは初めての試みで、
区内にある歴史的な遺跡、下堰・御嶽道
跡・龍蔵院・石造物など１３か所をめぐ
りました。大沢軍治滝沢公民館主事から
説明をうけた参加者は「こんな歴史があ
るなんて知らなかった。地域を再発見し
た思いです」と話してくれました。

３月５日●
軽スポーツで交流
地域の親睦と交流を深

めようと竜王中部公民館
で軽スポーツ大会が開催
されました。公民館周辺
の７自治会から約８０名
が参加し、グランドゴル
フ、シャッフルボード、
クロリティ、ダーツなど
の競技を行いました。競
技終了後には抽選会もあ
り交流を深めました。

３月11日●
児童を守るために真剣に訓練
敷島北小学校で不審者が学校へ侵入した

ことを想定した避難訓練が行われました。
警察官扮する不審者が“自分の子どもにあ
わせろ”と騒ぎながら校舎の中に進入。騒
ぎを聞きつけた先生数名が不審者を制止、
その間に児童は体育館に避難。訓練とはい
え、不審者役の警察官の名演技に現場は緊
迫した状況でした。最後は体育館に入ろう
と走り出した不審者を駆けつけた駐在所の
警察官と先生が取り押さえました。

●３月６日
竜王新町１区で長寿者会

竜王新町公
会堂で、長寿
を囲む親睦会
が行われまし
た。区が主催
のこの催し、
育成会やＰＴ
Ａのみなさん
の協力で今年
２３回目を数え
ます。会場に
は９１歳を最高
齢にこの区の
お年寄り３４人

が座り、ステージでは、詩吟、舞踊、手品などが
披露され、またカラオケをするなど、昼食を食べ
ながら楽しいひと時を過ごしました。

市文化協会舞踊部が双葉
ふれあい文化館で「第１回
舞踊の会」を開催。舞台で
は６７グループの出演者が
日頃の練習の成果を発揮、
曲に合わせ息が合った踊り
を披露しました。

３月１３日●
華麗な舞いを披露
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釜無川スポーツ公園（ライオンの森） 
紹介してくれる人 

紹介してくれる人 

梅の里クロスカントリーのコース 

山口はなさん（甲斐市中下条）（右） 
宮川真梨子さん（甲斐市中下条） 

紹
介
し
て
く
れ
る
人 

「高校の卒業記念に出場しよう」
といっしょに参加しました。実は
このコース、中学の陸上部でい

つも走っていたルート。登りは辛いけど下りになると、この
時期、梅の花とその向こうに盆地の家並みが見られてとて
もきれいです。今日はとても楽しく、よい思い出になりまし
た。 

 

このコーナーは、甲斐市民のみ
なさんから市内のお薦めスポット
をご紹介いただくコーナーです。 
今月は、梅の里クロスカントリー
大会に参加したみなさんに聞い
てみました。 
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松本三郎さん 
（甲斐市玉川） 

釜無川スポーツ公園（ライオンの森） 釜無川スポーツ公園（ライオンの森） 
紹介してくれる人 紹介してくれる人 

岩瀬史明さん 
（甲斐市龍地） 

紹介してくれる人 紹介してくれる人 

釜無川レクリエーションセン
ター北の信玄堤の森の中。
走ろう会では練習の中心に

なってる場所です。練習で走ったり、夏には恒例のバー
ベキューもやっています。また１月２日実施する恒例の新
春マラソンでもコースとなっているところです。木々に
囲まれていて空気もよく、とても気持ちがいいところです。 

　練習で双葉サービスエリ
アの周辺の道路を走ってい
ます。この付近にはヨーロ

ッパ風の家や有名なレストランなどもあって、走ってい
て飽きないところ。富士山や盆地の眺めもよく、気持ち
よく走れます。妻もときどきジョギングをするコースです。 

双葉サービスエリアの周辺 

釜川レクリエーションセンター 
玉幡中学校 

開国橋 

釜
無
川 

赤坂台総合公園 



春の訪れを告げる「第１回甲斐梅の里クロスカントリー大

会」が市内外から1,287人の参加者を迎え盛大に開催されまし
た。参加した選手たちは、ちょうど咲き頃を迎えた梅の薫り
ただよう甲斐路を駆け抜けました。
昨年まで旧敷島町で12回開催された歴史ある大会を甲斐市

として無事開催することができたのは、大会に協力していた
だいた各種団体、ボランティアの方など多くの市民のみなさ
んのご協力のおかげです。ありがとうございました。
来年も「緑と活力あふれる生活快適都市」甲斐市を感じて

もらえるような大会にしていきたいと思いますので、ご声援、
ご協力をお願いします。

◆3kmコース
親子ファミリーの部
１位 望月光紀・光樹（甲

府市）
２位 田中実・育（増穂町）
３位 池田浩士・陸（北杜

市）
４位 羽中田佳彦・啓（甲

府市）
５位 内田淳・佑歩（甲斐

市・竜王西小２年）
６位 大野法章・克海（昭

和町）
小学校4・5・6年男子の部
１位 雨宮健（笛吹市）
２位 笹本晴希（南アルプ

ス市）
３位 安達拓郎（北杜市）
４位 小澤宏裕（南アルプ

ス市）
５位 手塚祐太朗（南アル

プス市）
６位 中村佳貴（甲府市）
小学校4・5・6年女子の部
１位 吉岡優海（笛吹市）
２位 鈴木佑佳（甲府市）
３位 青木奈摘（長野県）
４位 河口英里奈（南アル

プス市）
５位 後藤愛（甲斐市・敷

島南小６年）

６位 田中美紗（北杜市）

◆5kmコース
中学生男子の部
１位 篠塚春希（千葉県）
２位 菅谷篤人（千葉県）
３位 関口直輝（千葉県）
４位 串田優大（甲斐市）
５位 河口佳亮（南アルプ

ス市）
６位 穴水勇太（甲府市）
中学生女子の部
１位 菱木祐里亜（千葉県）
２位 齋藤由貴（南アルプ

ス市）
３位 森麻美（千葉県）
４位 平出ゆかり（長野県）
５位 清水久美子（韮崎市）
６位 相川莉乃（南アルプ

ス市）
一般・高校生男子の部
１位 草間正博（韮崎市）
２位 雨宮将彦（笛吹市）
３位 久保和也（甲斐市・

日本航空高）
４位 和田辰哉（甲斐市・

日本航空高）
５位 秋山大志（韮崎市）
一般・高校生女子の部
１位 藤嶋江利子（韮崎市）
２位 原明日香（北杜市）

３位 原しずか（甲斐市・
韮崎高）

40歳以上男子の部
１位 伊藤正弥（北杜市）
２位 小野貴史（北杜市）
３位 梶壽雄（静岡県）
４位 金森幸弘（南アルプ

ス市）
５位 木田幸二（甲府市）
６位 橘田重男（笛吹市）
40歳以上女子の部
１位 羽中田好美（甲府市）
２位 五味まゆみ（長野県）
３位 岩見キミ子（神奈川

県）
60歳以上男子の部
１位 白川一（甲斐市）
２位 串田栄司（大月市）
３位 善積豊一（甲斐市）
60歳以上女子の部
１位 込山美恵子（甲府市）
２位 武井旦子（長野県）
３位 新村勝子（長野県）

◆10kmコース
一般・高校生男子の部
１位 岩瀬史明（甲斐市）
２位 土屋君仁（笛吹市）
３位 内藤亮（韮崎市）
４位 矢崎健太（南アルプ

ス市）

５位 清水勇輝（南アルプ
ス市）

６位 近藤寛通（南アルプ
ス市）

一般・高校生女子の部
１位 平井愛美（都留市）
２位 山口まな（甲斐市・

甲府一高）
３位 清水一舞（都留市）
40歳以上男子の部
１位 中込茂（甲斐市）
２位 増田康彦（甲斐市）
３位 猪股勇（甲斐市）
４位 清水光夫（甲斐市）
５位 米山隆（甲府市）
６位 中澤昌久（長野県）
40歳以上女子の部
１位 望月美和（甲府市）
２位 岡村美好（塩山市）
３位 宮沢智子（長野県）
60歳以上男子の部
１位 山田弘志（甲斐市）
２位 佐藤芳寛（富士吉田

市）
３位 田村勝政（神奈川県）
４位 坂野龍英（田富町）
60歳以上女子の部
１位 久保田やす子（長野

県）
２位 五味千代子（甲府市）
３位 中原みづほ（長野県）

大大 会会 結結 果果
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第１回 
　甲斐梅の里クロスカントリー大会 
　　　　　　　　が開催されました 

第１回 
　甲斐梅の里クロスカントリー大会 
　　　　　　　　が開催されました 



甲斐市体育協会
フォークダンス部 お花見交流会

桜の花の下、みなさんで楽しくフォークダンスを
踊りませんか。簡単で楽しい曲を指導いたします。
どなたでも気軽にご参加いただけますので世界の国
の踊りを一緒に踊りましょう。

日　時 4月2日（土）午前10時～正午 ＊雨天中止
場　所 信玄堤 （午前10時に釜無川レクリエーションセン

ター北側へ集合）
参加料 無料
注意事項 かかとの低い運動靴などでご参加ください。
■申し込み・問い合わせは…
市体育協会フォークダンス部 部長 秋山房子
0551（28）7780

甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時　4月20日（水）
・学校体育施設（5月分） 午後7時～
・社会体育施設（6月分） 午後8時～
随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島

公民館窓口
日　時　4月26日（火）～

午前8時30分～午後5時15分
・学校体育施設（5月分）
・社会体育施設（6月分）
※敷島総合公園多目的運動場については、芝生の養
生のため2月21日～5月31日まで開放できません。
また、平成17年度については学校体育施設、社会
体育施設とも通年で一斉開放を実施します。

※平成17年4月1日から敷島地区、双葉地区において
もスポーツ施設管理指導員を配置します。カギ等
の貸出方法が変更になりますのでご注意ください。

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

スポーツ大会結果報告
2月27日（日）、双葉体育館を主会場に市体育協会

専門部主催によるスポーツ大会が開催されました。
ソフトバレーボール大会、ゲートボール祭り、卓球
祭りが行われ、熱戦が繰り広げられました。

◆ソフトバレーボール大会
トリムの部（9チーム）
優　勝 竜王2区
準優勝 双葉6地区Ａ
第３位 双葉6地区Ｂ

フリーの部（15チーム）
・Ａパート
優　勝 竜王クラブ
準優勝 双葉6地区
第３位 双葉8地区Ａ、

冷間クラブ
・Ｂパート
優　勝 ブレイカーズ
準優勝 あやめＣ
第３位 双葉8地区Ｂ、チャットリリー

ファミリーの部（4チーム）
優　勝 双葉7地区Ｂ
準優勝 竜王4区
第３位 古村体協
第４位 双葉7地区Ａ

◆ゲートボール祭り

（24チーム）
優　勝 フレンド
準優勝 敷島台
第３位 敷島新町、や

まびこ

◆卓球祭り（5チーム）
優　勝 ラージ愛好家
準優勝 中八幡区
第３位 上篠原区

甲斐市スポーツグループリーダー研修会
3月11日（金）、ふれあい文化館で開催されました。

これは、スポーツ施設を利用する団体を対象に行わ
れたもので、約370人が受講。学校法人日本航空学
園日本航空高等学校女子バレーボール部の中村稔監
督を講師に「バレーボールを通じて出会った人々」

と題した基調講演が
行われました。
中村監督は、自分

自身がバレーボール
を始めたきっかけか
ら学生時代の様子、
選手でなく指導者と
して生きていこうと

考えた経過などを語りました。また、バレーボール
を通じて出会った米田一典さん、中田久美さん、大
林素子さんなどとの交流と人生での係わり合いにつ
いても話されました。そして最後に、地元のみなさ
んともスポーツ仲間として、よりよいお付き合いを
させていただきたいと締めくくりました。
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●ガーベラ
ロゼット状の根出葉から１茎
１花の花茎を多数出し、今日
では鉢花としてもなじみの深
いものになっています。色は豊
富で、赤、桃、黄、橙、白など

があり、一重咲きと八重咲
きがあります。

●デージー
春花壇には欠かせない可憐な花です。
多くの品種があり、花色は赤、赤紫、
桃、白などに絞り咲きがあり、花径
７～８cmの大輪から小輪に至るま
であります。矮性で、鉢花や花壇
植えに適しています。

●アネモネ
ヒナゲシに似た花は、色鮮やかで赤、
桃、紫、青、藤、白に覆輪があり、一
重、半八重、八重など多数の品種があ
ります。葉は掌状で深裂し、花茎は基
部から直立し、それぞれに１花咲きます。

アネモネ属にはシュウメイギ
クやイチリンソウ、ニリン

ソウなどがあります。
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な
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間
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携
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双
葉
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地
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愛
育
会
の
み
な
さ
ん 

は
こ
の
ほ
ど
、
社
団
法
人
日
本
花
い
っ 

ぱ
い
協
会
な
ど
が
主
催
す
る
「
第
41
回 

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
山 
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さ
て
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今
が
植
え
替
え
の
時
期

の
春
か
ら
秋
の
花
で
、
育
て
や
す

の
春
か
ら
秋
の
花
で
、
育
て
や
す
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ご
た
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の
あ
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種
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を
紹
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ま
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街
を
歩
く
と
ち
ょ
っ
と
目
に
止

ま
る
緑
の
生
け
垣
や
花
々
。 

　
交
差
点
脇
の
花
壇
の
花
は
渋
滞

で
い
ら
い
ら
し
た
私
た
ち
の
気
持

ち
を
和
ま
せ
ま
す
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花
と
暮
ら
す
生
活
は
、
四
季
折

々
の
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
暮
ら

し
の
中
で
気
持
ち
を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。 

　
さ
て
、
今
が
植
え
替
え
の
時
期

の
春
か
ら
秋
の
花
で
、
育
て
や
す

く
見
ご
た
え
の
あ
る
種
類
を
紹
介

し
ま
す
。 

 



市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
生
け
垣
や
花
壇
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
住
宅
な
ど

の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に
生
け

垣
や
花
壇
を
つ
く
る
場
合
、
そ
の
費
用

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
樹
木
の
購
入
費
や
支

柱
、
花
壇
の
施
工
費
や
種
苗
代
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
生
け
垣
な
ど
に
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
取
り
壊
し
費
用
も
助

成
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
を
受
け
る
に
は
い
く

つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

着
工
前
に
ご
相
談
（
申
請
）
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
既
に
完
成
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
要
件

公
道
に
面
し
た
部
分
に
設
置
す
る
３

メ
ー
ト
ル
以
上
の
生
け
垣
又
は
花
壇
で
、

縁
石
等
は
50
㎝
以
下
、
公
道
境
界
か
ら

50
㎝
以
上
離
し
て
植
栽
す
る
ほ
か
、
い

く
つ
か
必
要
な
補
助
要
件
を
満
た
す
も

の
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

緑
化
推
進
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
１

生
け
垣
・
花
壇
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
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「春本番の季節です」
咲く花の種類も多く、最も楽しい時期です。園

芸作業に取り組む目安は、その土地のサクラの開
花期とされます。
花壇、プランター植えの春咲き草花は、花がら

摘みをして
追肥を施せ
ば、梅雨入
りまで楽し
めます。熱
帯植物は、
ヤエザクラ
が咲き終わ
ってからが

安心です。また、春まき草花や夏どり野菜の多く
は熱帯植物なので、種まきや苗の植え付けは、ヤ
エザクラの盛りが過ぎてから始めるようにします。
春に咲く花木、宿根草、球根類は花後の手入れが
大切です。花が終わったものからお礼肥を施し、
茂っている葉を大切にすることが、株を太らせる
コツです。宿根草花類の夏咲きと秋咲き種の株分
けや植え替えは、ソメイヨシノが咲き終わるまで
に済ませます。遅くなると芽が伸び過ぎ、植え傷
みしやすくなります。春植え球根類は、ソメイヨ
シノが咲き終わったら植え始めます。半日以上日
光の当たる場所に植えます。暖かくなり病害虫が
出始めるので、早めにみつけて防除してください。
花木類は、花後の剪定時期です。花を楽しむ種

類では、花が終わった直後に剪定すると、翌年の
開花に影響しません。木の大きさを保つため、ま
た、枝数を増やして翌年の花数を多くするために
剪定をします。混み合った部分、徒長枝内側に伸
びた枝などを切り詰めます。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんでいる、
また始めてみたいという人の相談や疑問に、市の
園芸アドバイザーがお答えします。お気軽にご相
談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎２階）
055（278）1671 055（276）7216

E-mail：toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

■補助金の算出基準 

区　　　分 補助基本額 補助率 限度額 

生け垣 

の新設 

樹木購入費 

支柱購入費 

樹木移植費 

花壇設置費 

種苗購入費 

生け垣の延長（m）×9,500円 

生け垣の延長(m)×2,250円 

生け垣の延長(m)×3,000円 

花壇の延長(m)×9,000円 

花壇の面積(㎡)×500円 

２/３ 

２/３ 

 

２/３ 

２/３ 

 

190,000円 

45,000円 

 

180,000円 

10,000円 

 

花壇の 
新　設 

生け垣や花壇の設置のため 
のブロック塀等の取壊し費 

ブロック塀等の側面積（㎡） 
　　　　　　　  ×9,000円 

２/３ 180,000円 

注）実際の経費が補助基本額に満たない場合は、実施経費を補助対象額とする。 

4月、ドラゴン
パークはさくら、
パンジー、芝桜、
チューリップが
見頃を迎えます。

■問い合わせは…赤坂台総合公園（ドラゴンパーク）
管理事務所　 055（276）2161

ドラゴンパークの花が見ごろです
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（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

1日 

4日 

5日 

6日 

7日 

8日 

12日 

13日 

14日 

15日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

25日 

26日 

27日 

28日 

竜王西児童館 
　　055（279）3731

竜王北児童館 
　　055（279）1911

玉幡児童館 
　　055（276）9656

敷島みなみ児童館 
　　055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館 
　　055（277）9220

敷島なかよし児童館 
　　055（277）1121

双葉西児童館 
　　0551（28）4588

双葉東児童館 
　　0551（28）1214

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

仲間づくり １５：３０ 

折り紙遊び １５：３０ 

  

  

 

子育て相談日 １０：００ 
紙トンボを作ろう １５：３０ 

 

 

 

ビー球コロコロを 
作ろう　    １４：００ 

 

 

 
フラフープで 
あそぼう　１５：３０ 

 

 

 

 
子育て相談日 １０：００ 
仲間づくり　１５：３０ 

 

  

  

 
ドミノに挑戦 
１５：３０ 

 

 

 

 

 

 

仲間づくり 
１５：３０ 

  

 

折紙で遊ぼう 
１５：３０ 

 
子育て相談日 
１０：００ 

 

  

  

 
ソフトバレーボール 
で遊ぼう      １５：３０ 

 

 

 

 

 

室内サッカー大会 
１５：３０ 

 

きりがみあそび 
（ちょうちょ） １５：３０ 

  

 

 

 

仲間づくり 
１５：３０ 

 

子育て相談日 
１０：００ 

 

  

  

 

 

竹トンボづくり 
１５：３０ 

一日開館 
にこにこ広場 １０：３０（０・１歳児） 

一日開館 

一日開館 

にこにこ広場 
１０：３０（２・３歳児） 

 
にこにこ広場 
１０：３０（０・１歳児） 
花の苗植え 
１５：００ 
にこにこ広場 
１０：３０（２・３歳児） 

 
にこにこ広場１０：３０（０・１歳児） 
ビデオ会　１５：００ 

 

 
にこにこ広場 １０：３０（２・３歳児） 
読みきかせ １６：００ 
おもちゃの病院 
１４：００～１６：３０ 
にこにこ広場 
１０：３０（０・１歳児） 

  

 
にこにこ広場 １０：３０（２・３歳児） 
ボランティアの日 
おたのしみ会 
１５：００ 

一日開館 

一日開館 

一日開館 

　 

ひまわり広場 
１０：３０～（２・３歳児） 

 
ひまわり広場 
１０：３０～（０・１歳児） 

  
ひまわり広場 
１０：３０～（２・３歳児） 

 

 
ひまわり広場 
１０：３０～（０・１歳児） 

映画会　１５：３０ 

ひまわり広場 
１０：３０～（２・３歳児） 
読みきかせ 
１５：３０ 
お誕生日会 
１５：３０ 
ひまわり広場 
１０：３０～（０・１歳児） 

工作教室　１５：３０ 

ひまわり広場１０：３０～（２・３歳児） 
掃除の日　１５：３０ 

一日開館 

一日開館 

一日開館 

 

なかよし広場１０：３０～（２・３歳児） 
人形劇サークル１５：３０ 

 
なかよし広場１０：３０～（０・１歳児） 
壁面工作　１５：３０ 

壁面工作　１５：３０ 

なかよし広場 
１０：３０～（２・３歳児） 

ビデオ会　１５：３０ 

 

なかよし広場 
１０：３０～（０・１歳児） 

  
なかよし広場１０：３０～（２・３歳児） 
読みきかせ １５：３０ 

  
なかよし広場 
１０：３０～（０・１歳児） 
こいのぼり製作　 
１５：３０ 
なかよし広場１０：３０～（２・３歳児） 
こいのぼり製作１５：３０ 

ふれあい教室入会式 
１３：００ 

 
ぴよぴよくらぶ 
１０：３０ 

 
ぴよぴよくらぶ 
１０：３０ 

 
ぴよぴよくらぶ 
１０：３０ 

 
ぴよぴよくらぶ 
１０：３０ 

 

　 
ぴよぴよくらぶ 
１０：３０ 
ふれあい教室始め 
の会　１５：００ 
ぴよぴよくらぶ 
１０：３０ 

  

  
ぴよぴよくらぶ 
１０：３０ 

 
ぴよぴよくらぶ 
１０：３０ 

ふれあい教室入会式 
１４：００ 

 

 
ちょっとあそぼうね 
１０：３０ 

 
ちょっとあそぼうね 
１０：３０ 

 
ちょっとあそぼうね 
１０：３０ 

 
ちょっとあそぼうね １０：３０ 
「仲良くなろうね」の会  １５：３０ 
紙飛行機作り 
１５：３０ 
紙飛行機作り 
１５：３０ 
ちょっとあそぼうね １０：３０ 
紙飛行機作り １５：３０ 
紙飛行機作り 
１５：３０ 
ちょっとあそぼうね １０：３０ 
紙飛行機作り １５：３０ 

  

 
ちょっとあそぼうね 
１０：３０ 

竜王東児童センター 
　　055（278）1178

あったかコンサート
2月26日（土）、北杜市を拠点に海外でも活動を

しているアコースティックデュオKURIのコンサー
トが竜王図書館で開かれました。聴衆に訪れた
人々はアイルランドの笛やギリシャの弦楽器など
の心地よい音色に、ぽっかぽっかの気分になりま
した。
アイルランドの民謡や私たちにも親しまれている
グリーンスリーブスなどを演奏しました。

双葉図書館まつり
3月6日（日）、恒例

の双葉図書館まつりが
に開催されました。午
前中からは、不用にな
った本を持ち寄った本
のリサイクル市がふれ
あい館ロビーで行わ
れ、本好きのみなさん
が集まっていました。
また、午後から、職員
やピッピの会のみなさんによるおはなし会や北杜
市で活躍する人形劇団こすもす座の人形劇などが
行われ、たくさんの子どもたちが見入っていまし
た。



甲斐市には3つの図書館があります。 
竜王図書館………甲斐市篠原2610番地12

敷島図書館………甲斐市島上条1020番地 

双葉図書館………甲斐市下今井230番地 

055-278-0811

055-277-9955

0551-20-3669
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午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲームキッズぷらね

っと

日時 ４月16日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ 誕生日
内容 お話、ブックトーク、工作

上 映 会
日時 ４月17日（日）2回上映

・午前10時開演
（午前9時30分開場）

・午後1時30分開演
（午後1時開場）

内容 『ハリーポッターとアズカバンの
囚人』（日本語吹き替え版）
2004／142分／監督　アルフォ
ンソ・キュアロン／主演　ダニエ
ル・ラドクリフ他

入場無料 予約整理券必要
※4月9日（土）午前9時から窓口
のみ受付（電話、メール、FAX
不可）一人2枚まで（各200人）

敷島図書館

らいおんちゃんのゆりかご
日時 ４月21日（木））

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、手

袋人形、絵本の紹介

らいおんちゃんのへや
日時 ４月21日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、工

作、パネルシアターなど

おはなしのもり
日時 ４月23日（土）

開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

４月のおやすみ 定例休館日４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）
月末整理日 28日（木）
みどりの日 29日（金）

竜王図書館

朗読のおいしい店
おきらく亭
聞いて味わう本の世界。どなた

でもお気軽にご来店ください。
日時 4月21日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 「蜜柑」、「口婚」ほか
板前 ねの会
助っ人板前 中道町クロスポイント

こぐまちゃんのおへや
日時 4月14日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 5か月～1歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

しろくまちゃんのおへや
対象 3歳～9歳
日時 4月9日（土）、23日（日）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

キッズぷらねっと
～ストーリーテリング編～
日時 ４月２日（土）

午後2時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

双葉図書館

おはなしのとびら
日時 ４月14日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 「ピッピの会ふたり」がリニュ

ーアル！更に読み聞かせ、手遊
びなどが楽しくなるよ!?

ふうせん劇場
日時 ４月９日（土）、23日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアタ

ーなど

子どもの読書週間
期間 ４月23日（土）～５月12日（木）
標語 「コノ星二ワ　本ガアル…」
場所 双葉図書館展示コーナー
内容 平成16年度に出版された

本の中から山梨県内の図書
館司書が幼児・児童・中学
生にすすめたい本を選んだ
「こどもにすすめたい本」
のリストの本を展示します。
パート募集

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書
をお届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
25日（月）から29日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」の
みなさんによる朗読が放送されま
す。午後のひととき、どうぞお気
軽にお聞きください。

4月2日（土）は国際子どもの本の日
子どもの本に対する一般の関心を呼び起こそうとアンデルセンの誕生日である4月2日が「国際子ども本の日」
として決められました。
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４
月
よ
り
国
民
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま

す
●
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
17
年
度
は
、
国
民
年
金
保
険
料
額

が
月
額
１
３
、
５
８
０
円
に
な
り
ま
す
。

●
口
座
振
替
納
付
割
引
が
充
実
さ
れ
ま
す

通
常
は
翌
月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
月
末
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る

「
早
割
制
度
」
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料

が
毎
月
40
円
引
き
に
な
り
ま
す
。

《
例
》

通
常
…
４
月
分→

５
月
末
日
引
き
落
と
し

（
定
額
）

早
割
…
４
月
分→

４
月
末
日
引
き
落
と
し

（
定
額
よ
り
40
円
割
引
）

※
現
在
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
に
つ
い

て
は
、
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
30
歳
未
満
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

始
ま
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
失
業
等
に
よ
り
低
所
得
の

30
歳
未
満
の
人
が
、
一
定
所
得
の
あ
る
世

帯
主
と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
、
保
険
料

納
付
は
免
除
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
今
回
の
改
正
で
30
歳
未
満
の
人
に
限

り
、
世
帯
主
の
所
得
は
問
わ
ず
、
本
人
及

山
梨
県

び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

・
承
認
を
受
け
た
期
間
中
に
病
気
や
怪
我

で
障
害
が
残
っ
た
場
合
や
、
配
偶
者
に

先
立
た
れ
た
場
合
で
も
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
承
認
さ
れ
た
期
間
は
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。
納
め
な
い
場
合
、
将
来

の
年
金
額
に
は
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
こ
の
納
付
猶
予
制
度
は
平
成
17
年
４
月

か
ら
平
成
27
年
６
月
ま
で
の
期
間
の
措

置
で
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、
印
鑑
、

前
年
所
得
が
確
認
で
き
る
も
の

●
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
が
始
ま

り
ま
す

こ
れ
ま
で
２
年
以
上
届
出
が
遅
れ
た
期

間
は
「
保
険
料
を
未
納
し
て
い
る
期
間
」

と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
例

届
出
で
は
、
２
年
以
上
前
の
第
３
号
被
保

険
者
期
間
に
つ
い
て
も
保
険
料
納
付
期
間

と
す
る
こ
と
が
で
き
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
な
ど
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

学
生
の
方
へ
　

４
月
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生

の
人
も
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
収
入
が
な

く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
も
で
き
ま

す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

学
生
証
（
写
し
）、

年
金
手
帳
、
印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合

は
不
要
）

※
手
続
き
は
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
施
　

行
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
制
度
の
発
展
の
過
程
に
お
い

て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
障
害
年

金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
を
対
象

と
し
た
福
祉
的
措
置
と
し
て
、
特
別
障
害

給
付
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象

・
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
学
生

・
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
の
配
偶
者

以
上
の
い
ず
れ
か
の
人
で
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に

初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

で
の
１
級
ま
た
は
２
級
相
当
の
障
害
に
該

当
す
る
人
。
た
だ
し
、
65
歳
に
達
す
る
日

の
前
日
ま
で
に
当
該
障
害
状
態
に
該
当
さ

れ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

注
意
事
項

・
給
付
金
は
請
求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 

か
ら
支
給
し
ま
す
。（
４
月
に
請
求
い
た

だ
く
と
５
月
分
か
ら
支
給
額
を
計
算
し

ま
す
）
請
求
書
の
提
出
が
遅
れ
た
場
合

に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き
ま
せ

ん
。
障
害
認
定
に
必
要
な
添
付
書
類
が

す
べ
て
揃
わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
５

月
分
か
ら
受
け
取
る
た
め
に
は
、
ま
ず

は
４
月
中
に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
障
害
認
定
事
務
は
過
去
の
状
況
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
非
常
に
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

支
給
が
決
定
す
れ
ば
請
求
書
の
受
付
月

の
翌
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
額
を

計
算
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

国
保
資
格
の
異
動
は
、

必
ず
14
日
以
内
に
届
け
出
を

国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
医
療
を
保

障
す
る
保
険
で
、
次
の
よ
う
な
人
が
加
入

し
ま
す
。

・
自
営
業
者
、
農
業
・
漁
業
従
事
者

・
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

・
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
人

・
外
国
人
登
録
を
行
な
っ
て
い
て
、
１
年

以
上
日
本
に
滞
在
す
る
と
認
め
ら
れ
た

人
●
国
保
に
加
入
す
る
日
・
や
め
る
日

国
民
年
金
か
ら
お
知
ら
せ
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〈
加
入
す
る
日
〉

①

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
日
（
退
職
し
た
日
の
翌
日
）

②
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
日

③
出
生
し
た
日

④
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

〈
や
め
る
日
〉

①

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
日

の
翌
日

②
他
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
日

③
死
亡
し
た
日
の
翌
日

④
生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
日

※
届
け
出
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

国
保
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

甲
斐
市
役
所

家
庭
児
童
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

み
な
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、

児
童
の
虐
待
等
の
疑
い
が
あ
る
事
案
を
発

見
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
疑
問
に
感
じ
た

と
き
な
ど
は
、
ど
う
ぞ
市
役
所
子
育
て
支

援
課
家
庭
児
童
相
談
室
ま
で
相
談
・
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

痛
ま
し
い
事
件
に
発
展
す
る
こ
と
が
多

い
児
童
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
家
庭
児
童
相
談
室
で

は
、
２
人
の
相
談
員
が
み
な
さ
ん
の
相

談
・
連
絡
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
相
談
や
連
絡

は
守
秘
義
務
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
法
及
び
児
童
虐
待
防
止
法
の
改

正
に
よ
り
、
平
成
17
年
４
月
１
日
よ
り
、
市

町
村
役
場
に
お
い
て
、
児
童
の
虐
待
等
の
相
談

及
び
通
告
の
受
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談

相
談
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

相
談
内
容

性
格
、
情
緒
、
生
活
習
慣
の

問
題
。
知
能
、
言
語
の
問
題
。
集
団
生

活
の
問
題
。
非
行
の
問
題
。
家
族
関
係

の
問
題
。
環
境
福
祉
の
問
題
。
身
体
、

精
神
の
健
康
上
の
問
題
。

ま
た
、
毎
月
第
１
水
曜
日
に
は
「
定
例

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
定
例
相
談

で
は
家
庭
相
談
員
の
ほ
か
に
、
必
要
に
応

じ
て
児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
・
心
理

判
定
員
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

毎
月
第
１
水
曜
日
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

開
催
場
所

敷
島
庁
舎
１
階
相
談
室
（
３

月
ま
で
は
竜
王
北
部
公
民
館
で
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
会
場
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
）

相
談
に
か
か
る
費
用
は
一
切
無
料
で
す
。

相
談
、
調
査
、
診
断
で
知
り
得
た
個
人
の

秘
密
は
絶
対
に
守
り
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
家
庭
訪
問
も
し
て
い
ま
す
。

都
合
に
よ
り
相
談
室
を
訪
れ
る
こ
と
の

出
来
な
い
場
合
は
、
電
話
で
も
結
構
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

平
成
17
年
度
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

助
成
制
度

こ
の
制
度
は
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

等
が
通
常
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
た
め
、
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
す

る
場
合
に
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
、
平
成
17
年
度
４
月
よ
り
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

該
当
に
な
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
２
級
、
療
育

手
帳
A
、
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
２
級
に

該
当
す
る
人

・
山
梨
県
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て

い
る
も
の
に
介
護
さ
れ
て
い
る
人
で
あ

っ
て
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

人
。

た
だ
し
、
該
当
す
る
場
合
で
も
次
の
人

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
本
人
も
し
く
は
家
族
が
自
動
車
税
ま
た

は
軽
自
動
車
税
の
減
免
及
び
自
動
車
燃

料
費
助
成
を
受
け
て
い
る
人

・
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
保
険
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人

該
当
者
に
は
３
月
中
に
通
知
を
出
し
ま

し
た
が
、
届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

高
齢
者
福
祉
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

市
で
は
毎
年
４
月
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
高
齢
者
福
祉
基
礎
調
査
を
民

生
委
員
が
調
査
員
と
な
り
行
い
ま
す
。
ま

た
、
５
月
以
後
は
、
市
が
委
託
し
た
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
必
要
が
あ
る
人

の
み
を
対
象
に
２
次
調
査
を
随
時
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

甲
斐
市
金
婚
記
念
祝
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
市
内
に
お
住
ま
い
の
金
婚
を
迎

え
ら
れ
る
ご
夫
妻
に
お
祝
い
と
し
て
金
婚

記
念
写
真
（
撮
影
代
含
む
一
式
）
を
贈
り
ま

す
。
平
成
17
年
度
対
象
者
の
条
件
は
、
平

成
17
年
４
月
１
日
以
後
、
引
き
続
き
甲
斐

市
内
に
住
所
を
有
し
、
婚
姻
届
出
日
が
昭

和
29
年
４
月
２
日
〜
昭
和
30
年
４
月
１
日

の
ご
夫
妻
で
す
。（
た
だ
し
、
平
成
16
年
度

以
前
に
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
を
除
き
ま

す
）
申
し
込
み
は
、
高
齢
者
福
祉
基
礎
調

査
（
４
月
実
施
）
の
際
、
調
査
員
で
あ
る
民

生
委
員
に
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
忘
れ
た
場
合

も
、
５
月
以
後
も
高
齢
福
祉
担
当
の
窓
口

で
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。
市
で
は
提
出

さ
れ
た
申
出
書
の
内
容
を
本
籍
地
等
に
確

認
し
該
当
者
に
は
、
金
婚
記
念
写
真
撮
影

等
の
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６



平
成
17
年
度
甲
斐
市
奨
学
金
の

貸
付
に
つ
い
て

優
秀
な
生
徒
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
高
校
や
大
学
で
の
修
学
が
困
難
な

人
に
奨
学
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
要
件

①
学
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
こ

と
（
困
難
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
基
準
有
）

②
他
の
制
度
に
よ
る
奨
学
資
金
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
等

貸
付
金
額
　
大
学
在
学
者
…
月
額
２
万
円
　

高
校
在
学
者
…
月
額
１
万
円

貸
付
期
間

大
学
…
最
高
４
年
　

高
校
…
最
高
３
年

貸
付
利
率

無
利
子

返
還
方
法

貸
付
期
間
終
了
月
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経
過
し
た
後
10

年
以
内

申
込
期
間

４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
28
日

（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
７
０
３

引
っ
越
し
の
際
は
早
め
に
連
絡
を

●
水
道
の
使
用
を
や
め
る
と
き
（
契
約
解

除
）水

道
の
使
用
を
止
め
る
日
の
前
日
（
そ

の
日
が
土
、
日
、
休
日
の
と
き
は
そ
れ
以

前
の
営
業
日
）
ま
で
に
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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水
道
局
か
ら
お
知
ら
せ

●甲斐市竜王中部公民館ふれあい講座（前期） 

講　座　名 

２０人 

講　　師 内　　　　　　　容 定員 

初 心 者陶芸教室  ちょっとできそこない、またそれが何ともいえないんです。オリジナルな作品を作ってみませんか。 

5/17～8/30 
奇数火曜日 

午前9:30～11:30 

材料費／持ち物 
リーダーバンク 
渡辺　公男 
他５名 

期間／時間 

受 付 開 始 4月5日（火）午前９時から電話で受付（定員になり次第締切）　　　受　講　料 無料（講座により材料費がかかります） 
受講対象者 市内在住者及び市内に勤務されている１８歳以上の人 

■申し込み・問い合わせは・・・甲斐市竜王中部公民館　　055（276）5782

７回3，500円/ 
エプロン,雑巾、粘
土べら 

25人 ステップ健康体操  
踏み台を使ったストレッチ体操。基礎代謝が上がりダイエットや
生活習慣病の予防に役立ちます。 

4/20～6/29 
毎週水曜日 

午後1:30～3:30  

（社）日本３B体操 
公認指導者 
安江　美紀 

１０回 
無料 

15人 パーチメントクラフト 
（公民館見本あり） 

厚手のトレーシングペーパーに浮彫り模様を入れ、レースのよう
な穴をあけ、カード、壁飾り、小箱など立体的に可愛く仕上げます。 

4/21～5/26 
毎週木曜日 

午前10:00～正午  

ＩＰＣＡ講師資格 
佐野　園子 

５回1，500円/はさみ、
定規など 

30人 愛 唱 歌を歌おう  喜びや哀しみと共にいつも口ずさみ、安らぎを与えてくれた懐かしい愛唱歌。みんなで楽しく歌いませんか。 

4/28～9/8 
偶数木曜日  

午後1:３0～３:３0 

声楽家 
上代　文子 

１０回 
無料 

●甲斐市竜王南部公民館ふれあい教室（前期） 

講　座　名 

30人 

講　　師 内　　　　　　　容 定員 

簡単な体操を通し体のバランスを整え自分で健康で快適な体
作りが出来るように指導します。 

４/28～７/７ 
毎週木曜日 

午前10:00～正午 

回数・教材費 
コンディショニングオフィス  
イシハラ主宰 
石原　政文 

期間・時間 

■申し込み・問い合わせは…竜王南部公民館　　055（276）0711

10回 
無料　 

１８人 料理教室「食の歳時
記」春夏コース 

行事を祝う料理、旬の食材を生かした料理など季節を彩る日本
の伝統料理を作ります。 

４/26～６/28 
第２・第４火曜日 
午前10:00～正午 

料理研究家 
深澤　勢子 

５回 
３000円 

30人 女性の教室 
「甲斐市 まるかじり講座」 

甲斐市のことを色々知って、仲間と一緒に住みよさが実感でき
る地域づくりに活かしましょう。 

４/28～２/２　第１木曜日 
午後１:00～３:00 

（状況により変更あり） 

内容により講師は 
変わります 

10回 
実費負担あり 

18人 暮らしの教室 
「ハーブのある暮らし」 

ハーブの栽培、料理、癒し、クラフトと、ハーブの楽しみ方すべて
を学びます。 

４/22～６/10  
第１・第2金曜日 
 午前10:00～正午 

JHSハーブ上級 
インストラクター 
輿石　睦子 

５回 
３000円 

20人 手作りを楽しむ教室「帽子＆ア
ートフラワーコサージュつくり」 

公民館に展示中。まず見てください。素敵な帽子を創ってコサ
ージュをあしらっています。 

４/27～７/20 
第１・第３水曜日 
午後1:00～３:00

帽子創作家 
（帽子工房ヒロミ主宰） 
杉原　弘美 

７回 
3000円 

30人 
自然を楽しむ教室 
「トレッキング」 

甲斐市の山、山梨県とその周辺の山に登り、自然の恵を感受し
ます。 

４/26～１/10 
月1回　第2火曜日 
（天候等で変更あり） 

「山と渓谷」 
執筆者 

天野　七郎 

10回 
実費負担あり 

健康教室「自分で体を
手入れする均整体操」 

●竜王北部公民館ふれあい講座（前期） 

講　座　名 

25人 

講　　師 内　　　　　　　容 定員 

水墨の手法を取り入れ、はがきや色紙に絵を書きます。基礎か
ら始めます。 

４/26～８/９ 
月2回火曜日  
午後１:30～３:30

回数・教材費 

雅会　主宰  
佐野　雅子 

期間・時間 

■申し込み･問い合わせは…竜王北部公民館　　０５５（２７６）７５１１ 

８回/2,100円/硯、墨、
筆大・小、雑巾、筆洗い、 
小皿２枚、白フェルト下敷 

20人 簡単にできる家庭料理 簡単家庭料理のコツをつかみましょう。 
５/６～６/10 
毎週金曜日  
午前10:00～正午 

管理栄養士 
飯野　和美 

５回/2,500円 
エプロン、三角巾 

15人 長 唄 三味線体験  初めての方限定。今年こそ三味線に触れてみませんか。 
５/12～６/23 
毎週木曜日  
午後７:00～９:00

東京芸大邦楽科 
非常勤講師  
小林　百合 

７回 
三 味 線 使 用 料
3,500円 

25人 生 命の貯蓄体操  今はやりの東洋の養生術。 健康が実感できる心身に。 

４/22～７/８ 
毎週金曜日  
午後７：00～９：00

生命の貯蓄体操 
指導員 

小野はるみ 

10回/無料 
バスタオル１枚 

20人 文学講座 
「徒然草を読む」 

いま、兼好法師を学びましょう。 
５/18～７/20 
毎週水曜日  
午前10：00～正午 

元山梨ことぶき勧学院 
学院長 

渡邊　　弘 

俳 画とはがき 絵  

受 付 開 始 ４月５日（火）午前9時から電話で受付（定員になり次第締切） 　  受　講　料 無料（講座により材料費がかかります）    
受講対象者 市内在住者及び市内に勤務されている18歳以上の人   

10回/資料代600円 



山
梨
県

▽
知
ら
せ
て
い
た
だ
く
内
容

お
客
さ
ま
番
号

使
用
水
量
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

住
所

ア
パ
ー
ト
の
場
合
は
ア
パ
ー
ト
名

と
部
屋
番
号

名
前

使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票)

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

水
道
の
ご
使
用
を
や
め
る
日

連
絡
先

転
居
先
の
住
所
、
電
話
番
号

※
転
出
先
が
市
外
の
人
は
、
現
地
立
ち
会

い
の
際
に
精
算
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
水
道
を
使
用
す
る
と
き
（
契
約
）

開
栓
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
必
ず
水

道
局
の
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

使
用
に
な
る
日
が
平
日
の
場
合

午
後
３
時
ま
で
に
手
続
き
し
た
場
合

は
、
当
日
開
栓
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
降

は
翌
日
の
開
栓
と
な
り
ま
す
。

使
用
に
な
る
日
が
土
、
日
、
休
日
の
場
合

土
、
日
、
休
日
の
前
日
ま
で
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
な
い
場
合

は
、
休
日
明
け
に
な
り
ま
す
。

●
名
義
を
変
更
す
る
と
き

所
定
の
届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
、
捺
印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
水
道
局
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
は
…

水
道
局
業
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

公
民
館
利
用
に
つ
い
て

・
公
民
館
は
、
月
曜
完
全
休
館
で
す
。（
月

曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日

で
す
）

・
申
し
込
み
は
、
利
用
す
る
月
の
２
か
月

前
か
ら
２
日
前
ま
で
で
す
。

（
例
　
４
月
１
日
に
は
６
月
30
日
ま
で
の

分
が
申
請
で
き
ま
す
）

・
利
用
日
の
変
更
、
取
り
消
し
は
必
ず
２

日
前
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
電
話
で
の
受
け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
直
接
公
民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

（
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
５

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

地
域
交
流
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ズ
の
魔
法

使
い
と
夢
の
国
」
出
演
者
募
集

甲
斐
市
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
・
石
和

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
・
山
梨
市
花
か
げ
ホ

ー
ル
の
３
つ
の
ホ
ー
ル
が
連
携
し
、
地
域

の
小
中
学
生
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

開
催
し
ま
す
。

甲
斐
市
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
は
10

月
２
日
（
日
）
に
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
と
夢

の
国
」
を
公
演
し
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
と
夢
の
国
」
に
出
演

し
て
く
れ
る
小
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
で
豊
か
な
感
性
や

表
現
力
を
育
む
と
と
も
に
、
心
に
残
る
思

い
出
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
劇
団
フ
ジ
の

監
督
や
、
劇
団
員
が
、
歌
や
踊
り
、
せ
り

ふ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
経
験
の
有
無
は

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
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シ
ョ
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●敷島公民館ふれあい講座（前期） 

講　座　名 

30人 

講　　師 内　　　　　　　容 定員 

ソフトエアロビクス 簡単なリズム運動、筋肉トレーニング、ストレッチ、リラクゼーションなどを織り込んだ運動をします。 

4/26～9/13　 
偶数週、火曜日　10回 
午前10時～11時15分 

材料費／持ち物 

スポーツ 
プログラマー 
山本　教子 

期間／時間 

受 付 開 始 ４月５日（火）午前9時より電話で受付（定員になり次第締切）　　　受　講　料 無料（講座により材料費等が必要です） 
受講対象者 市内在住者及び市内に勤務されている18歳以上の人 

■申し込み・問い合わせは…敷島公民館　　０５５（２７７）４１１１ 

無料／室内シューズ　飲み物　
汗拭きタオル　運動しやすい服装
　 

15人 パッチワーク教室  
・ 花のポーチ（11cm×16cm） 
・ 2本持ち手のバック（28cm×34cm） 
手軽に実用的なキルトの小物を作ります。 

4/21～6/16（5/5は休） 
毎週木曜日　8回 

午後1時30分～3時30分 
長田さよ子 2作品3,300円／厚紙、はさみ、鉛筆、

ものさし、キルト針か木綿針、まち針 

20人 ビーズアクセサリー
教 室  

・オールスワロフラワーリング・和調大ぶりペンダ
ントヘッド・ゴージャスハートリボンバチカン付ペン
ダント（スワロ使用）・ハーフフラワー平リング 

4/20  5/18  6/22  
6/29  7/6　5回 

午後1時30分～3時30分 
水村　和恵 4作品3,900円／ハンカチ（無地の

もので、タオル不可）はさみ 

20人 トレッキング教室 
甲斐市とその周辺の山へ 
・敷島ふる里自然観察路（獅子平～昇仙峡ロープウ
ェイパノラマ台）・太刀岡山・曲岳～黒富士・茅ヶ岳 

5/14～8/13 
毎月第2土曜日 

（天候等で変更あり）4回 

元清川地域 
ふれあい館 館長 
小田切善博 

弁当、水筒、カッパ 
（資料代等負担あり） 

講　座　名 

20人 

講　　師 内　　　　　　　容 定員 

ハワイアンダンスで 
リフレッシュ　 

基本的なステップから始めます。年齢に関係
なく楽しく踊って心も体もリフレッシュ。 

4/21～6/30（5/5は休） 
毎週木曜日 

午前10時40分～午後０時10分 

材料費／持ち物 

ハワイアンダンス 
講師 

横内　赫子 

期間／時間 

10回／無料／上履き(運動靴)、タ
オル 

20人 ３Ｂ体操でストレッチ 道具を使い、音楽に合わせて楽しみながらストレッチ＆シェイプアップ。 

4/27～6/15（5/4は休） 
毎週水曜日 

午後７時30分～９時 

７回／無料／上履き（運動靴）、タ
オル 

20人 広がる楽しみ・ 
絵手紙から色紙絵へ 

どなたでも楽しめる絵手紙。筆に慣れたら色紙
絵にも挑戦しましょう。 

5/19～7/21 
奇数週木曜日 

午後１時30分～３時30分 

山梨造形美術会 
審査員 

祢津　里江 
６回／５００円（紙代）／道具一式（購
入希望の方 　約３、５００円） 

20人 文学講座 
「飯田蛇笏と芥川龍之介」 

山梨出身の俳人・飯田蛇笏と山梨ゆかりの小
説家・芥川龍之介。その生涯と作品・交遊に
ついて学びます。 

6/1～6/29 
毎週水曜日 

午後1時30分～3時30分 

元県立文学館学芸課長  
元峡北農業高校校長 
堀井　　満 

５回／無料／筆記用具 

60才 
以上 
20人 

シニア教室① 
交通安全と生活防衛について 

交通安全と生活防衛（おもに「振り込め詐欺」
に対しての心構え等）についての学習会です。 

4/26（火） 
午前10時～正午 

甲斐市交通指導員 
猪股みえ子 
韮崎警察署員 

１回／無料 

●双葉公民館ふれあい講座 
■申し込み・問い合わせは…双葉公民館　　０５５１（２０）３６６６ 

受 付 開 始 ４月５日（火）　午前９時から電話で受付（定員になり次第締切）　　　受　講　料 無料（講座により材料費等がかかります） 
受講対象者 市内在住者及び市内に勤務されている18歳以上の人 

(社）日本３Ｂ体操協会  
公認指導者 
輿石　王子 



問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
公
演
概
要
》

日
時

10
月
２
日
（
日
）

開
演

午
前
10
時
30
分
・
午
後
２
時
　
　

（
２
回
公
演
）

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

出
演
者

劇
団
フ
ジ
・
地
元
の
小
中
学
生

《
出
演
者
募
集
内
容
》

応
募
資
格

甲
斐
市
並
び
に
近
隣
に
在
住

の
小
中
学
生
（
本
番
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
、
練
習
日
に
参
加
で
き
る
人
）

募
集
人
員

40
人
程
度
（
20
人
×
２
公
演
）

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
顔
写
真

（
２
×
３
セ
ン
チ
程
度
）を
貼
り
、
住
所
、

氏
名
（
本
人
と
保
護
者
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
特
技
を
記
入
の
う
え
、

次
の
あ
て
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
６
月
15
日
（
水
）
必
着
）
な
お
、
電
話

で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

４
月
１
日
（
金
）
〜
６
月
15
日
（
水
）

■
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル
事
務
室

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
６
０

〒
４
０
７
ー
０
１
０
５

甲
斐
市
下
今
井
２
３
０

鯉
の
ぼ
り
の
寄
付
の
お
願
い

甲
斐
市
睦
沢
地
域
で
は
、
ふ
れ
あ
い
館

（
公
民
館
）
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
睦
沢
の
棚

田
で
鯉
千
匹
子
ど
も
ま
つ
り
を
平
成
14
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
５

月
の
連
休
に
実
施
し
ま
す
が
、
鯉
の
ぼ
り

が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
ご
家
庭
で
不
用
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甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

生
涯
学
習
の
推
進
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

貸
出
教
材

16
ミ
リ
映
写
機
・
16
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
・
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ビ

デ
オ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・

ス
ク
リ
ー
ン
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ポ
ー
タ
ブ

ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
　
他

利
用
資
格

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
の
圏

域
市
町
村
に
お
け
る
学
校
教
育
・
社

会
教
育
・
そ
の
他
の
機
関
及
び
団
体

※
営
利
目
的
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料

無
料

搬
送
サ
ー
ビ

ス
希
望
者
に

つ
い
て
は
、

各
教
育
委
員

会
ま
で
、
教

材
を
搬
送
し

ま
す
。

新
作
情
報

ね
ず
み
く

ん
の
チ
ョ
ッ

キ
３
　
他
（
16
ミ
リ
）、
セ
ッ
ち
ゃ

ん
・
少
年
犯
罪
君
な
ら
ど
う
す
る

他
（
Ｖ
H
S
）、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

未
来
・
ワ
ク
ワ
ク
探
検
隊
出
動
　
他

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

申
込
方
法

利
用
す
る
団
体
の
責
任
者
が
所
定
の

申
込
書
に
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
電
話
予
約
も
可
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

０
５
５
（
２
２
２
）
１
１
９
０

甲
府
市
伊
勢
３
ー
８
ー
２
３

消
防
自
動
車
等
の
緊
急
走
行
に
対
す
る

理
解
と
協
力
を

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
は
、
一

刻
も
早
く
火
災
な
ど
の
災
害
現
場
に
急

行
し
て
消
防
活
動
を
行
い
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
た
り
、
ま
た
、
応
急

処
置
を
行
い
、
急
病
人
な
ど
を
速
や
か

に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
た
め
、
消
防
自
動
車
等
は
、
緊

急
時
に
迅
速
に
通
行
す
る
た
め
、
道
路

交
通
法
で
は
「
緊
急
自
動
車
」
と
し
て
、

一
般
の
車
両
よ
り
も
優
先
し
て
走
行
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
自
動
車
等
の
円
滑
な
緊
急
走
行

の
た
め
に
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
消
防
本
部
防
災
救
急
課

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
８
４

甲
　
府
　
市

平
成
17
年
度
信
玄
公
祭
り

前
夜
祭

日
時

４
月
８
日
（
金
）

場
所

舞
鶴
城
公
園

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
青
年
会
議
所

０
５
５
（
２
３
５
）
５
４
２
３

第
35
回
甲
州
軍
団
出
陣

日
時

４
月
９
日
（
土
）

場
所

舞
鶴
城
公
園
、
甲
府
駅
前
、
平

和
通
り

■
問
い
合
わ
せ
は
…
信
玄
公
祭
り
実
行

委
員
会
（
山
梨
県
観
光
物
産
連
盟
）

０
５
５
（
２
３
１
）
２
７
２
２

第
42
回
武
田
城
下
祭
り

日
時

４
月
10
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

パ
レ
ー
ド

前
日
の
甲
州
軍
団
出
陣
を

受
け
、
そ
の
戦
勝
祝
い
と
し
て
、
音

楽
隊
、
子
供
武
者
隊
、
子
供
な
ぎ
な

た
隊
の
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

場
所

舞
鶴
城
公
園
、
平
和
通
り
、
中

心
商
店
街
ほ
か

・
中
心
商
店
街

「
甲
府
囃
子
」「
は
し

ご
の
り
」「
き
や
り
」「
大
人
み
こ
し
」

な
ど
、
春
爛
漫
の
武
田
城
下
を
華
や

か
に
彩
り
ま
す
。

・
舞
鶴
城
公
園

女
性
団
体
に
よ
る

「
野
点
」
や
「
い
け
ば
な
」、
幅
広
い

年
齢
層
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
、
ヴ

ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
に
よ
る
サ
ッ
カ

ー
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
市
信
玄
公
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局

０
５
５
（
２
３
７
）
５
７
０
２

玉
　
穂
　
町

第
13
回
玉
穂
町
れ
ん
げ
ま
つ
り

春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
玉
穂

町
れ
ん
げ
ま
つ
り
。
今
年
も
４
月
29
日

に
、
一
面
の
れ
ん
げ
畑
に
囲
ま
れ
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
の
ど
か
な
春
の
一
日
、

れ
ん
げ
の
花
に
囲
ま
れ
な
が
ら
楽
し
い

お
ま
つ
り
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

４
月
29
日
（
金
・
み
ど
り
の
日)

場
所

玉
穂
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広

場
お
よ
び
周
辺
の
れ
ん
げ
畑

内
容

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
・
大
抽

選
会
・
各
種
出
店
ブ
ー
ス
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
玉
穂
町
ゆ
か
り

の
虚
無
僧
行
列
の
再
現
、
れ
ん
げ
畑

で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
カ
ラ
オ
ケ
大

会
。

※
当
日
は
、
東
花
輪
駅
よ
り
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
玉
穂
町
れ
ん
げ
ま

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

０
５
５
（
２
７
４
）
１
１
１
１



山
梨
県
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甲斐市内 

甲斐市内 

甲斐市内 

大下条地内 

4,042,500円 

3,444,000円 

949,620円 

10,804,500円 

H17年3月28日まで 

3月28日まで 

3月28日まで 

3月25日まで 

総 務 課  

総 務 課  

総 務 課  

下 水 道 課  

道路標識等改修工事 

一般サイン等改修工事 

公用車両マーキング変更工事 

甲斐市公共下水道舗装復旧工事（敷16-その10工区） 

担　当　課 

協和産業（株） 

（株）フロンティアサイトー 

（有） 商　美　堂 

（株）中村建設 

工　　　　　事　　　　　名 工事場所 （大字） 工期（契約日～） 請負金額（円） 業  者  名  

平成１７年２月４日　入札 

入札結果 入札結果 

に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
ご
寄
付
い
た
だ
け

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
寄
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は
…

睦
沢
地
域
ふ
れ
あ
い
館

０
５
５
（
２
７
７
）
３
７
２
５

亀
沢
３
６
８
７

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

下
今
井
２
３
６
ー
２

敷
島
総
合
文
化
会
館
　

０
５
５
（
２
７
７
）
４
１
１
１

島
上
条
１
０
２
０

嘱
託
職
員

職
種

甲
斐
市
専
門
交
通
指
導
員

応
募
資
格

心
身
と
も
に
健
康
で
交
通
指

導
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
年
齢
45
歳
位

ま
で
の
女
性
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許

証
を
も
っ
て
い
る
人

業
務
内
容

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
交

通
安
全
及
び
交
通
指
導

勤
務
内
容

１
日
５
時
間
と
し
、
登
下
校

の
街
頭
指
導
・
市
内
の
巡
回
な
ど

給
与

甲
斐
市
専
門
交
通
指
導
員
規
則
の

適
用
に
よ
る
支
給

■
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

統
計
調
査
員

業
務
内
容

各
種
統
計
調
査
で
調
査
票
の

配
布
や
回
収
、
整
理
な
ど

募
集
期
間

随
時

登
録
要
件

・
市
内
に
居
住
し
、
20
歳
以
上
で
調
査
活

動
が
で
き
る
健
康
な
人

・
調
査
で
知
り
得
た
事
な
ど
、
秘
密
の
保

護
が
で
き
る
人

・
警
察
、
選
挙
、
税
務
事
務
に
従
事
し
て

い
な
い
人

・
平
日
に
開
催
さ
れ
る
説
明
会
等
に
参
加

で
き
る
人

申
し
込
み

指
定
の
調
査
員
登
録
カ
ー
ド

に
必
要
事
項
を
記
入
し
本
人
が
窓
口
へ

持
参
（
登
録
カ
ー
ド
は
竜
王
庁
舎
は
企
画

課
、
敷
島
庁
舎
及
び
双
葉
庁
舎
は
市
民

課
に
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

あ
な
た
も

諸
外
国
の
人
々
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

甲
斐
市
誕
生
を
機
会
に
、
諸
外
国
の

人
々
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
交
流
を
通
し

て
友
好
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
甲
斐
国
際
交
流
協
会
」
を
発
足
し
、
甲
斐

国
際
交
流
協
会
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
個
人

お
よ
び
協
会
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
団

体
等
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
当
日
は
、
会
員
募
集
も
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時

４
月
14
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
２
階
和
室

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
斐
国
際
交
流
協
会

設
立
事
務
局
　
石
田

０
５
５
（
２
７
６
）
３
５
５
９

平
成
17
年
自
衛
官
募
集

●
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

入
隊
後
約
１
年
で
３
等
陸
・
海
・
空
尉
、

大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
は
２
等
陸
・

海
・
空
尉
。

資
格

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
22
歳

未
満
の
人
は
大
卒
（
見
込
含
む
））

願
書
受
付
期
間

４
月
上
旬
〜
５
月
下
旬

第
１
次
試
験

５
月
下
旬

●
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）

免
許
取
得
後
歯
科
は
２
等
陸
・
海
・
空

尉
、
薬
剤
科
は
入
隊
後
約
１
年
で
３
等

陸
・
海
・
空
尉

資
格

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
む
）
で
20
歳

以
上
30
歳
未
満
（
薬
剤
は
26
歳
未
満
の

人
、
薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未

満
の
人
）

願
書
受
付
期
間
・
第
１
次
試
験
　
幹
部
候

補
生
（
一
般
・
技
術
）
と
同
じ

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

３
年
間
で
50
日
間
訓
練
参
加
後
、
予
備

自
衛
官
と
し
て
任
用
。

資
格

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

願
書
受
付
期
間

第
１
回
　
４
月
８
日
（
金
）
ま
で

第
２
回
　
７
月
19
日
（
火
）
〜
10
月
14
日

（
金
）

第
１
次
試
験

第
１
回
　
４
月
中
旬

第
２
回
　
10
月
中
旬
（
第
１
回
で
採
用
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

予
定
者
に
達
し
た
場
合
、
第
２
回
は
実

施
し
な
い
）

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

２
年
間
で
10
日
間
訓
練
参
加
後
、
予
備

自
衛
官
と
し
て
任
用

資
格

18
歳
以
上
　
保
有
す
る
技
能
に
応

じ
53
〜
55
歳
未
満
の
人

願
書
受
付
期
間
・
第
１
次
試
験

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
と
同
じ

■
問
い
合
わ
せ
は
…

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部

０
５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

平
成
17
年
度
国
税
専
門
官
募
集

受
験
資
格

①
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
の

人
で
次
に
揚
げ
る
も
の

イ
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成
18
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
ロ
人
事
院
が
イ
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

受
験
申
込
書
の
交
付
及
び
受
付

交
付
期
間

４
月
15
日
（
金
）
ま
で
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

交
付
場
所

甲
府
税
務
署

受
付
期
間

４
月
１
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
日
祝
日
を

除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
15
日
（
金
）
消
印
有

効
第
１
次
試
験

６
月
12
日
（
日
）

■
申
し
込
み
先
…

東
京
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
係
　
〒
１
０
０
ー
８
１
０
２

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１
ー
３
ー
３

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集

体
験
入
隊
及
び
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ス
ネ
ー
ク
パ
ン
・
竹
炭
・
飯
合
炊
飯
・
バ

ブ
ロ
ケ
ッ
ト
全
部
体
験
し
て
み
よ
う
。

日
時

４
月
10
日
（
日
）

集
合
午
前
10
時
　

解
散
午
後
１
時

場
所

甲
斐
市
ラ
イ
オ
ン
の
森
（
玉
幡
中
　
　

学
校
北
側
駐
車
場
）

募
集
対
象

年
中
児
〜
小
学
校
６
年
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
甲
府
第
２
団

武
井
篤
胤

あ
つ
た
ね

０
５
５
（
２
７
６
）
５
３

５
４小

宮
山
貴
彦
　

０
５
５
（
２
３
２
）
８

５
０
５

春の全国交通安全運動　
春の全国交通安全運動が、4月6日（水）から15日（金）ま

での10日間実施されます。
運動の基本

子どもと高齢者の交通事故防止　　
重点項目

１二輪車の安全利用の推進
２シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
３飲酒運転等悪質・危険な運転の追放
市民のみなさん、交通ルールを守り、安全で快適な交通

環境をつくっていくために、この運動に積極的に参加しま
しょう。
特に、この時期は新入学児童がピカピカのランドセルを

背負って通学しますが、ドライバーのみなさんは新入学児
童を見かけたら、まずスピードを落とし、特に、駐車車両
があった場合などは、その陰や反対側から飛び出してくる
子どもがいないか、しっかり目配り、気配りをしましょう。

自転車やバイクの盗難にご注意を
自転車やバイクの盗難被害がこの時期に多発しますので

被害に遭わないようにするために　
１バイクは必ずキーを抜き、自転車にはカギを掛けチェー
ン錠などで二重ロックをしましょう。
２必ず防犯登録をしましょう。
３鍵を破壊するなどの行為をしている不審者を見たらすぐ
110番通報、もしくは交番・駐在所まで通報をお願いしま
す。

振り込め詐欺にご注意を
最近では、警察官を装い夫が交通事故を起こしたなどと

称して示談金の振り込みを指示するケースや、弁護士や保
険会社の関係者などの第三者を装うもの、さらには監禁や
誘拐などを装って相手を脅すなど、その手口は一段と巧妙
になっており被害が後を絶ちませんので注意が必要です。
このような電話があった場合は、一息ついて　　

１すぐに振り込まず誰かに相談すること　
２事実の確認をすること
だまし取られたお金は戻ってきませんので注意しましょ

う。

警察官募集のお知らせ
山梨県警察では、平成17年度10月採用の山梨県警察官

採用試験を実施します。
受付期間 4月27日（水）まで
第一次試験 5月22日（日）
詳細は県警察本部、各警察署又は交番・駐在所まで問い

合わせてください。
■問い合わせは…山梨県警察本部警務課

055（235）2121



竜王地区・河川清掃は4月24日
に行ないます
今年の竜王地区河川清掃は4月24日

（日）に実施します。みなさんの手で川
をきれいにしましょう。
なお、少雨決行としますが、大雨など

悪天候により中止となる場合は市内放送で
連絡します。
※雨天の場合は4月29日（金・祝日）に行ないます。
■問い合わせは…竜王支所地域課（竜王庁舎1階）

055（278）1666

助成制度をご利用ください。
○犬、猫 の不妊・去勢手術補助制度
《必ず前もって申請が必要です》
▼ 対象者と犬猫の条件
・市内に住所を有する人が飼養している生後3ヵ月以上
の飼い犬か猫。
ただし、犬の場合は市に登録されていること、ま

た、猫の場合は登録制度がないため飼い主といっしょ
の写真を提出していただきます。

▼申請の方法（事前に申請手続きが必要）
・犬の場合 鑑札番号と印鑑をお持ちください。
・猫の場合　写真と飼い猫である旨の証明が必要です
ので、事前に申請用紙を取りにきてください。

・補助金交付決定通知書が届いてから手術を行ってく
ださい。（10日前後かかります）

▼補助金の額
手術費用の2分1以内（次の額が補
助金の限度）
・犬の場合 不妊12､000円

去勢 8､000円
・猫の場合 不妊 8､000円

去勢 5､000円

せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん定枝を粉砕処理します。
日　　程 4月は次の日をお休みとさせていただきま

す。毎週金曜日（1・8・15・22・29日）
受入時間 午前9時～正午、午後1時～午後4時
持込場所 玉幡中学校北側の市有地
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下のものに限
ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。
＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付いた
物、及び草等は受入しませんので注意して下さい。

＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来ませ
ん。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の方に限り

無料で差し上げております。剪定枝受け入れ時間中
であれば、いつでも取りに来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参して、

係員の支持にしたがってください。
■問い合わせは…
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666

河川(鎌田川）水質検査結果について
検 査 日 　 平成17年2月3日【（ ）内は前月数値】

2月のみゆき橋は、各検査項目とも環境基準を満た
し全体的に良好な水質でした。しかし、ＢＯＤは先月
より高い数値を示していました。また、南っ子橋では、
今月もＢＯＤと陰イオン界面活性剤が環境基準を超え
先月より高い数値を示していました。両地点において、
先月より高い数値になった原因として先月よりも水量
が少なかったことと水温の低下が影響したと考えられ
ます。
生物化学的酸素要求量（BOD）…水中の汚れを微生物が分解す
るときに消費される酸素量を示す。(数値の大きいほど水が汚
れている）
浮遊物質（SS）…水中のプランクトン、生物の死がいやフン
などの濁りの原因となっている物質の量を示す。
陰イオン界面活性剤（ABS）…洗剤に含まれている成分で、洗
濯洗剤や台所の食器洗剤などから排出される量を示します。

生物化学的酸素
要求量（BOD）

浮遊物質量
（SS）

陰イオン界面
活性剤

みゆき橋
（三社神社）

南っ子橋
（竜王南小前）

検査項目
調査地点

単位：mg/

1.5

6.7

（0.8）

（4.1）

2.0

4.0

（2.0）

（3.0）

0.02

0.69

（0.02）

（0.54）

愛犬の登録と狂犬病予防集合注射を
実施します

平成17年度の登録・予防集合注射を実施します。予防注射
は旧町単位で行いますので日程表をご覧になり、最寄りの会場
で必ず受けてください。
【登録について】

狂犬病予防法で1頭につき1回の登録が義務付けられています。
※ 初めて犬の登録をする方は、裏の「犬の新規登録申請書」に
必要事項を記入し、当日会場に持参してください。
【狂犬病予防注射について】

生後91日以上の犬には毎年1回受けさせなければなりません。
（狂犬病予防法第5条第1項）

登録済みの犬は、飼い主宛に発送されたはがきを、注射当日
必ずお持ちください。
【その他】

次の項目に該当する場合は届出・申請が必要となります。
①犬が死亡したとき「死亡届」
②飼育場所が変わったとき・他人に譲ったとき・飼主が転出
（転居）するとき「登録事項変更届」
③鑑札、注射済票をなくしてしまったとき「再交付申請書」

集合注射終了後に新たに犬を飼う場合は、各自で狂犬病予
防注射を受けて届け出てください。

■届出・問い合わせは…
環境課（双葉庁舎1階) 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎2階） 055（277）3113
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旧 竜 王 地 区  
実 施 日  場 　 所  時 　 　 間  

4月19日（火） 

 

4月20日（水） 

 

4月21日（木） 

 

4月26日（火） 

 

4月27日（水） 

 

4月28日（木） 

 

5月 8日（日） 

竜王4区公会堂 

竜王スポーツセンター 

（旧勤労体育センター） 

竜王新町下公民館 

富竹新田2・3区公会堂 

働く婦 人 の 家  

榎 公 民 館  

竜王南部公民館 

玉川東区集落集会場 

竜王中部公民館 

竜王北部公民館 

八幡新田1区公民館 

玉川西区公会堂 

竜王北部公民館 

竜王南部公民館 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午前9時00分～午前11時45分 

旧 敷 島 地 区  
実 施 日  場 　 所  時 　 　 間  

 

4月12日（火） 

 

 

 

4月13日（水） 

 

 

4月14日（木） 

 

 
4月15日（金） 

4月17日（日） 

清川地域ふれあい館

（旧清川公民館） 

睦沢地域ふれあい館

（旧睦沢公民館） 

吉沢地域ふれあい館

（旧吉沢公民館） 

境老人憩いの家 

敷島台集会場  

天狗沢公民館  

東 町 公 会 堂  

西 町 公 会 堂  

松島団地集会場 

長 塚 公 民 館  

大下条公会堂  

敷 島 庁 舎 前  

午前9時30分～午前10時30分 

 

午前10時45分～午前11時45分 

 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前10時00分 

午前10時15分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前10時30分 

午前10時４5分～11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

旧 双 葉 地 区  
実 施 日  場 　 所  時 　 　 間  

5月10日（火） 

 

5月11日（水） 

 

5月12日（木） 

 

 
5月13日（金） 

5月15日（日） 

 

上志田公民館  

双葉西保育園駐車場 

滝 沢 公 民 館  

下今井公民館  

双 葉 庁 舎 前  

新 田 公 民 館  

団 子 公 民 館  

高原団地公民館 

双葉保健福祉センター前 

桃花の街クラブハウス前 

双 葉 庁 舎 前  

午前9時00分～午前10時30分 

午前10時45分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時３０分～午後3時30分 

午前9時00分～午前10時30分 

午前10時45分～午前11時45分 

午後1時30分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

午後1時３０分～午後3時30分 

午前9時00分～午前11時45分 

【集合注射の料金】 

※当日は大変混雑しますので、おつりのないようお願いします。 

注 射 の み  

新規登録と注射 

3,400円 

6,400円 

注射料2,850円+注射済票550円 

登録料3,000円+注射料+注射済票で3,400円 

【犬の新規登録申請書】

申

請

者

 

犬 

住　所 

ふりがな 

氏　名 

所在地 

種　類 

毛　色 

犬の名 

 

※ 

電話番号 

生年月日 

性　別 

犬の特徴 

 

オス・メス 

大・中・小 

※印欄には、申請者の住所と犬の所在地が異なる 
　場合のみ記入すること。 

＜切り取り線＞

＜
切
り
取
り
線
＞
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●乳幼児健診 
内　　容 

４か月児健診 
　　〃 
12か月児健診 
　　〃 
1歳6か月児健診 
　　〃 
2歳児健診 
　　〃 
3歳児健診 
　　〃 

実施月日 
４月２２日（金） 
４月２６日（火） 
４月１２日（火） 
４月１９日（火） 
４月１３日（水） 
４月１８日（月） 
４月１４日（木） 
４月２８日（木） 
４月１５日（金） 
４月２７日（水） 

該　当　児（住所地） 実　施　場　所 
　H１６.１２月生まれ 

〃 
　H１６. ４月生まれ 

〃 
　H１５. ９月生まれ 

〃 
　H１５. ３月生まれ 

〃 
　H１３.１０月生まれ 

〃 

（旧敷島町・双葉町） 
（旧竜王町） 
（旧敷島町・双葉町） 
（旧竜王町） 
（旧竜王町） 
（旧敷島町・双葉町） 
（旧竜王町） 
（旧敷島町・双葉町） 
（旧敷島町・双葉町） 
（旧竜王町） 

双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 

受付時間　午後1時30分～2時　　※3歳視聴覚・尿検査再検日　4月11日（月）竜王保健福祉センター　4月20日（水）双葉保健福祉センター午前9時～11時 
持参するもの　母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、2歳、3歳児健診）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、2歳、3歳児検診） 
　◎上記日程で変更の希望のある方は、事前にご連絡ください。　◎対象者には個人通知をします。　◎午前中の受付はしません。 

●離乳食教室 
離乳食の作り方を学び皆で情報交換ができる教室です。 

●母親学級 

内　　　容 実 施 月 日  該　当　児 実　施　場　所 
４月５日（火） 
４月２１日（木） 

H１６．６月生まれ 
H１６．１０月生まれ 

竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 

後期の離乳食教室 
前期の離乳食教室 

実施日時 

場　　所 
対 象 者 
講　　師 
持参するもの 
受 講 料 

開始　午後１時３０分～４時（受付午後１時１５分～１時３０分） 
持参するもの　母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、お茶等持参してください。 
　　　　　　　※後期離乳食教室参加者で前期離乳食教室も参加された方はパンフレットを持参してください。 
　◎ 申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。 

　健やかな赤ちゃんの誕生を願い、妊婦を対象に開催しています。 
妊娠中のすごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。 
気軽にお出掛けになり、心配事、悩み事などありましたら、ご相談ください。◎午前9時30分までに受付を済ませてください。 

４月１１日（月）　午前９時３０分～正午 
第１課　妊娠中の生活・妊婦体操 

    助産師 ・保健師 
　母子健康手帳、筆記用具　＊第１課は、体操のできる服装、バスタオル　＊第３課はエプロン 

助産師・保健師 栄養士・保健師 

竜王保健福祉センター 

無　　料 

甲斐市に在住する５ヶ月すぎの妊婦 

４月１８日（月）　午前９時３０分～正午 
第２課　母乳教室 

４月２５日（月）　午前９時３０分～正午 
第３課　栄養教室 

●家族介護者教室　開催のお知らせ 
　市では、高齢者が健康で生き生きと生活を送れるよう支援するため、在宅で高齢者を介護してい
る家族を対象として、介護方法の知識と技能の普及を目的に甲斐市竜王在宅介護支援センター、
めぐみ荘在宅介護支援センター、在宅介護支援センター敷島荘、双葉在宅介護支援センターに
委託し、家族介護者教室を毎月開催しています。多くのみなさんの参加をお待ちしています。 

 

テーマ　「高齢者が陥りやすい状況とその予防と対策について」 
 日　時 ４月２０日（水）午後１時30分～ 
場　所　竜王保健福祉センター１階作業室（甲斐市西八幡３０１８－１） 
対象者　介護を行っている人、及び介護に関心のある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　竜王在宅介護支援センター（竜王保健福祉センター内） 
　　０５５（２７９）１１１３ 

テーマ　「認知症の老人の心理」 
 日　時 4月21日（木）午後２時～ 
場　所　めぐみ荘　２階　ホール（甲斐市竜王６４４－５） 
対象者　介護を行っている人、及び介護に関心のある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　めぐみ荘在宅介護支援センター 
　　０５５（２７８）０８８１ 
 

テーマ　「高齢者の口腔ケア」 
 日　時 4月２０日（水）午後２時～ 
場　所　敷島荘（甲斐市大久保１３５７） 
対象者　介護を行っている人、及び介護に関心がある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　敷島荘在宅介護支援センター 
　　０５５（２７７）８８１８ 

テーマ　「老人の生理機能と特徴」～豊かな老後のために～ 
講　師　ひかりの里クリニック　入來　正躬　院長 
　　　　　　（山梨県環境科学研究所所長　医学博士） 
　経歴　Ｓ３５東京大学院修了後千葉大学医学部助教授、 
　　　　山梨医科大学副学長 
　　　　日本老年医学会理事・名誉会員等数々の経歴あり 
　著書　「脳の老化」共立出版、「体温調節のしくみ」文光堂等 
 日　時 4月2３日（土）午後１時～ 
場　所　ひかりの里　デイサービスルーム（甲斐市宇津谷１１０３） 
対象者　介護を行っている人、及び介護に関心のある人 
■申し込み・問い合わせは…双葉在宅介護支援センター 
　　０５５１（２８）５５４５ 

1
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個別接種で持参するもの　　　母子健康手帳、予診票、保険証 

●乳幼児予防接種 

内　　　容 種　別 

個別接種 

実　施　月　日 実 施 場 所  

事前に予約を入れ、指定医療機関にて接種を行ってください。 

該　当　児（住所地） 

　※H17.４月よりＢＣＧ接種の対象年齢が生後６か月に達するまでの人に改正されました。 
　対象年齢を過ぎた人は任意接種（自己負担での接種）となりますので体調を整え、早めに接種を行いましょう。 
　なお、４月以降ＢＣＧ接種も個別接種となります。 

三種混合（二種混合） 
ＢＣＧ 

麻しん、風しん、日本脳炎 

●母子健康手帳の発行 
開庁時間（午前８時３０分～午後５時１５分） 

健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 

印鑑 

時　間 

場　所 

持ち物 

※妊娠中の心配事等ありましたら、ご相談ください。 
■問い合わせは…  
　健康増進課（敷島庁舎１階）　 　　055（277）4735 
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 　055（278）1666 
　双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 　0551（20）3651

指定医療機関 住　　所 電話番号 

予防接種指定医療機関　※事前に予約をしてから予防接種を行ってください。 

指定医療機関 

■問い合わせは… 健康増進課（敷島庁舎１階）　０５５（２７７）４７３５ 
 竜王支所地域課（竜王庁舎1階）　０５５（２７８）１６６６　　双葉支所地域課（双葉庁舎1階）　０５５１（２０）３６５１ 

林野医院 

保坂医院 

広瀬外科医院 

竜王リハビリテーション病院 

神田内科医院 

清水内科循環器科 

中沢クリニック 

杉田小児科医院 

芦沢内科小児科医院 

竜王レディースクリニック 

竜王共立診療所 

保坂メディカルクリニック 

大久保医院 

小山医院 

志鎌整形外科 

敷島クリニック 

大沢医院 

大房整形外科眼科医院 

桜こどもクリニック 

中島医院 

双葉クリニック 

本橋医院 

響ヶ丘整形外科 

ふたば内科消化器科医院 

住　　所 電話番号 

西八幡２４３６ 

富竹新田４１０ 

富竹新田１１７９ 

万才２８７－７ 

西八幡９０４－１ 

篠原１４２９－１ 

竜王３０９１ 

篠原２７６３－１ 

玉川１５９－１ 

篠原２１９９ 

富竹新田２３１－１ 

篠原２１８９－１ 

島上条２１３－３ 

島上条４９２－１ 

長塚２ 

中下条２４６ 

長塚１１５－１１ 

島上条７１４－１ 

中下条１９００ 

下今井８８－１ 

竜地４７１０－１ 

岩森７９－１ 

竜地２５６３－１４ 

竜地２７９５－１０ 

０５５（２７６）２８１６ 

０５５（２７６）２６１９ 

０５５（２７６）２３２３ 

０５５（２７６）１１５５ 

０５５（２７６）１５１５ 

０５５（２７９）３３６６ 

０５５（２７６）８１１１ 

０５５（２７９）２０８８ 

０５５（２７９）３３５５ 

０５５（２７９）４１３２ 

０５５（２７９）８６１１ 

０５５（２３０）６５５０ 

０５５（２７７）２１２９ 

０５５（２７７）５１０２ 

０５５（２７７）６７６１ 

０５５（２７７）８３００ 

０５５（２７７）１０２０ 

０５５（２３０）９２００ 

０５５（２６７）０５０５ 

０５５１（２８）２１８１ 

０５５１（２８）６７８９ 

０５５１（２８）６１３０ 

０５５１（30）８１００ 

０５５１（２８）８２２７ 

生活習慣予防のためご自身の生活改善をしたいと思っている
人を対象に下記の日程で運動教室を 
実施します。是非お気軽にご参加ください。 
対　象　高血圧、肥満、糖尿病、高脂血症など運動の必要な人 
内　容　３Ｂ体操 
日　時　４月１３日（水）午後１時３０分～３時 
場　所　双葉保健福祉センター 
申し込み ４月１１日（月）までに健康増進課までご連絡ください。 
※運動のできる服装でお出かけください。 

●運動教室 

■申し込みは… 
　健康増進課（敷島庁舎1階）　　　055（277）4735 
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）　055（278）1666 
　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）　0551（20）3651

実 施 日 時  
対　象　者  
講　　　　師 
持参するもの 
受　講　料  
申 し 込 み  

場　　所 

●マタニティービクス教室 
　マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）　音楽にあわせエアロビックなエクササイズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の
衰えを防止することは安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプアップへとつながります。　◎午前10時までに受付を済ませてください。 

４月２０日（水）午前１０時～正午 
甲斐市に在住する５か月すぎの妊婦    
マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師    
母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給が必要な方は、お茶等持参してください。    
無　　　　料    
申込書に医師の意見書を添えて申し込んでください。（申込書は各庁舎に用意してあります）   

敷島保健福祉センター 
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●甲府保健所 
○心の健康相談（要予約） ０５５（２３７）１４３７ 
○性に関する心の悩み相談 ０５５（２３７）０１４４ 
○エイズ相談・検査 ０５５（２３７）１３８４ 
　毎週水・木・金曜日 午後１時～３時 
　第３木曜日 午後５時３０分～７時３０分 
○在日外国人保健相談 ０５５（２３７）１３８１ 

●いきいき健康教室 
　いつまでも元気で健やかな生活を送ることができるよ
うに介護予防を目的に様々なテーマで健康教室を開催
します。多くのみなさんの参加をお待ちしています。　 
日　時　４月21日（木）午後１時～１時30分 
場　所　志麻の湯　ことぶきセンター 
内　容　講師　山梨歯科衛生士会監事　牛山京子 
　　　　　　　テーマ　『お口の健康講座』 
日　時　４月28日（木）　午前１１時３０分～ 
場　所　百楽泉　多目的ホール 
内　容　講師　日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 
　　　　　　　テーマ　『楽しくリズムに合わせて健康づくり』 
※いきいき健康教室時、健康相談・血圧測定を実施し
ます。 
■問い合わせは… 
　高齢福祉課（敷島庁舎１階）　　055（277）3116

　平成17年度市では総合健診を実施します。 
　健診実施前に「健診受診調査及び総合健診申込書」
を各世帯に送付します。 
＊総合健診実施時期にあわせ「健診受診調査及び総
合健診申込書」を送付しますので地区ごと送付の時
期が異なりますがご了承ください。（4月～７月にかけて
送付します） 
健診受診調査及び総合健診申込書が届きましたら必ず
全員（１９歳以上の人）記入し、提出期日までに同封され
た返信用封筒にて健康増進課まで送付してください。 
＊子宮がん検診においても同様に「健診受診調査及び

総合健診申込書」にて申し込みを受け付けます。 
受診券は、後日送付します。 

●救急医療　まずは連絡をしてから・・・ 
（旧竜王町・旧敷島町の人） 
○救急医療センター…　０５５（２２６）３３９９ 
　夜間救急診療…毎日午後７時～午前７時 
　小児救急医療…休日午前９時～午後７時 
　　　　　　　　夜間午後７時～翌日午前７時 
　応需医療機関の検索、紹介…毎日２４時間対応 
○歯科救急センター…　０５５（２２０）１１９９ 
　夜間歯科救急診療…日曜、祝日の午後５時～１１時 
○救急調剤センター…　０５５（２３６）５２００ 
　夜間救急調剤…毎日午後７時～１１時 
　医療品の情報提供など…毎日午前９時～午後５時 
○精神科救急医療相談…　０５５（２５４）３１１９ 
　平日…午後５時１５分～９時１５分 
　土・日・祝日…午前１１時～午後７時３０分 

（旧双葉町の人） 
○峡北消防本部…　０５５１（２２）３３１１ 
○山梨県救急医療情報センター…　０５５（２２４）４１９９ 
○救急医療センター…　０５５（２２6）3399 
　小児救急医療…休日午前９時～午後７時 
　　　　　　　　夜間午後７時～翌日午前７時 

■問い合わせは… 
　健康増進課（敷島庁舎１階）　　　055（277）4735 
　竜王支所地域課（竜王庁舎1階）　055（278）1666 
　双葉支所地域課（双葉庁舎1階）　0551（20）3651

●健診受診調査及び総合健診申し込みについて 

●人間ドック受診申し
　込み 
申込期間　４月１１日（月）

～４月１８日（月） 
対 象 者　４０歳以上の人 

※社会保険本人は対象外です。 
申込場所　健康増進課（敷島庁舎１階）、竜王支所地

域課（竜王庁舎1階）、双葉支所地域課（双
葉庁舎1階） 

申込方法　健康保険証と印鑑を持参してください。 
　　　　　受診券を発行します。 

申し込みの際に委託医療機関から受診機
関を選んでいただきます。 
総合健診申込書とは別に申請が必要です。 

料　　金　委託医療機関によって受診料は違います。
市では検査項目により下記の金額を補助します。 
基本検診のみの人は、30,000円 
前立腺がんを含む人は、31,000円 
子宮がん検査又は乳がん検査（マンモグラ
フィー）どちらか一方を含む人は、32,000円 
子宮がん検査・乳がん検査（マンモグラフィー） 
両方含む人は、33,000円 

委託医療機関 
社会保険山梨病院健康管理センター、甲府共立病
院総合健診センター、甲府市医師会健康管理セン
ター、山梨県厚生農業協同組合連合会健康管理
センター、中沢クリニック、竜王リハビリテーション病院、
竜王共立診療所、赤坂台病院、クアハウス石和 

※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付いたします。 
※医療機関への受診日の予約は、受診券の発行後にな
ります。 
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先負 

大安 

先勝 

23

16

98

21
水 木 金 土 

6 7

13 14 15

20 21 22

27 28 29

 ●青空市場 午前9:00 
　敷島総合文化会館前駐車場 
●甲斐市立全保育園入園式 
午前9:30 

●休館日   
●野菜即売会  JA玉幡 
　午前8:30～ 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　竜王北部公民館 
●甲斐市立全小学校入
学式   

 ●青空市場 
　午前9:00 
　敷島総合文化会館前駐
車場 

 

●休館日    
●市民相談 
　午後1:30～4:00 
　敷島保健福祉センター 
●5月分学校体育施設一斉開放受付  
　午後7:00 
　双葉公民館 
●6月分社会体育施設一斉開放受付 
　午後8:00 
　双葉公民館 
●野菜即売会 JA玉幡 午前8:30～ 

 ●いきいき健康教室  
　午後1:00 
　志麻の湯ことぶきセン
ター 

仏滅 

先負 仏滅 

30先負 仏滅 

大安 

赤口 

友引 

友引 

 ●甲斐市立全中学校入
学式 

 

釜 

赤口 

先負 先勝 

●おみゆきさん 
　午後1:00 
　三社神社周辺 

●青空市場 
　午前9:00 
　敷島総合文化会館前
駐車場 

●青空市場 
　午前9:00 
　敷島総合文化会館前駐
車場 

●休館日   
●野菜即売会 
　JA玉幡 午前8:30～ 
●市民相談 
　午後1:30～4:00 
　竜王南部公民館 

●司法書士による法律相談 
　午後1:00～4:00 
　竜王北部公民館 

●休館日 
●市民相談 
　午後1:30～4:00 
　双葉公民館 
●野菜即売会 JA玉幡 
　午前8:30～ 

釜 ●休館日 
 

●みどりの日　 
●休館日 

●青空市場 
　午前9:00 
　敷島総合文化会館前駐
車場 

図 

大安 

先勝 

赤口 

釜 

釜 

図 

34

甲府CATV 市町村インフォメーション 市の生活情報やイベント情報を文字情報でお届けしています。

月～金　午前9時02分～、午前11時42分、午後6時38分
土　　　午後10時02分～
日　　　午前9時02分～、午後1時42分～、午後10時02分～



凡例 

……図書館 

……志麻の湯 

……百楽泉 

……釜無川レクレーションセンター 

……農の駅 

図 

志 

百 

釜 

農 

 

仏滅 赤口 

2624 25

19

10 11

日 月 火 

3 4 5

12

17 18

●双葉公民館まつり・薬
師堂祭典 

　午前10:00～ 
　双葉公民館・光照寺 

●休館日 
 

●休館日 
●修学旅行 
　（竜王中20日まで） 
　（敷島中20日まで） 

●敷島小創立記念日 

●竜王地区河川清掃  
　（雨天の場合29日） 

●休館日 
 

大安 先勝 

先勝 友引 

先負 仏滅 

●休館日 
●敷島中創立記念日 

 

●休館日 
●修学旅行 
　（竜王西小21日まで） 
　（竜王北中22日まで）   

●休館日 
●しきしま幼稚園入園式 

 

 

 

図 

●休館日 
●野菜即売会　JA竜王 
　午前9:00～ 
 

図 

百 

志 

農 

大安 

志 

 図 志 

農 百 

農 百 

●休館日 
●5月分学校体育施設・
6月分社会体育施設開
放随時受付開始   

農 百 

友引 

赤口 

赤口 

図 志 

35

水道　休日当番 

日 

  2（土）  

修理工事店 電話番号 

勝又設備 
レイコー 

055-276-5352 
055-277-6863

  

  

 

○下水道新規指定店 
　・（有）荻野建設 
　  中巨摩郡田富町山之神６８９ 
　  　０５５（２７３）２７５３ 
　・（有）古矢設備 
　  南アルプス市小笠原９８５－４１ 
　  　０５５（２８４）５５９０ 
　・清水管工 
　  甲斐市万才１５１ 
　  　０５５（２７６）２２８１ 
　・Ｃ＆Ｋ 
　  南アルプス市沢登４７２ 
　  　０５５（２８２）０１５７ 
■問い合わせは… 
　下水道課（竜王庁舎２階） 
　　０５５（２７８）１６７０ 

※なお、次の字名の甲斐市牛句・大久保・境・大下
条・中下条・長塚・島上条・天狗沢の方は、甲府
市水道局区域になりますので甲府市水道局へ
問合せ願います。   

■甲府市水道局　　055（228）3311

○4月より竜王給水区域・双葉給水区域・敷
島簡易水道の休日当番が統一されました。 
休日の午前8時30分から午後5時15分まで
の問合せ先　   
　双葉支所　　　0551（28）2211   
　敷島支所　　　055（277）3111　 
　甲斐市役所　　055（276）2111   
　午後5時15分からは甲斐市役所に問い合わ
せください。  

  3（日） 

カネト工業 
山口設備 

055-276-6351 
055-277-2222

勝又設備 
レイコー 

055-276-5352 
055-277-6863

  9（土）  

カネト工業 
山口設備 

055-276-6351 
055-277-222210（日）  

甲信ユニット 
公栄設備 

055-276-5053 
055-277-579016（土）  

甲信ユニット 
公栄設備 

055-276-5053 
055-277-579017（日）  

佐藤設備 
塩入工業 

055-279-0502 
055-277-335624（日）  

鷹野設備 
長田設備 
新津設備 

055-276-2297 
055-277-3553 
055-276-6918

29（金）  

30（土）  

佐藤設備 
塩入工業 

055-279-0502 
055-277-335623（土）  

鷹野設備 
長田設備 
新津設備 

055-276-2297 
055-277-3553 
055-276-6918

各種相談の内容
●行政相談
─国や県、市に対する要望や苦情等

●心配ごと
─あらゆる悩みごと心配ごと

●人権相談
─家庭内暴力、差別等

●教育相談
─学校でのいじめ、不登校等

●一般予定●
未成年者飲酒防止強調月間

春の全国交通安全運動（6～15日）

世界保健デー（7日）

発明の日（18日）

郵政記念日（20日）

子ども読書の日（23日）



ー 甲斐市ごみ収集カレンダー（地区別）を見てください ー
「甲斐市ごみ収集カレンダー（地区別）」を自治会を通じて配布しましたが、お住まいの地区によ
り収集日等が異なりますので注意してください。
お手元に届かない場合は、各庁舎に用意してありますのでご利用ください。

■問い合わせは…環境課（双葉庁舎1階） 0551（20）3653

甲斐市のごみ袋です
新しいごみ袋は写真のようなデザインになりました。
もえるごみ（オレンジ字）、もえないごみ（緑字）に加えて要望の多かった、
もえるごみミニサイズも作りました。用途に合わせてお買い求めください。
このごみの袋は「燃やしても有害なガスが出ない」「焼却炉を痛めない」など
の理由により、特別な物質で作られているため、市販のビニールより多少もろ
くなっています。
突起物を入れたり、強引に入れると破れ易くなるので、次のことに気をつけ

てください。
・突起物は刺さらないように丸める
・大きなごみはつぶしたり、切るなどなるべく小さくす
る
・硬い物はやわらかくする
ちょっとした工夫をすれば破れにくく、より多くの量が

入ります。
皆様のご協力をお願いします。

○価格は１袋20枚入り260円（1枚13円、寸法770×530㎜）ミニサイズは
１袋20枚入り200円（1枚10円、寸法600×400㎜）です。

なお、旧町で使用していた各種指定ごみ袋も引き続き使用できます。

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 

この印刷物は環境にやさしい 
大豆油インキで印刷しています 

ごみ収集日の確認を


